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はじめに 


このたびは、本製品をお買い求めいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使うために重要な事項び、付属の 
冊テ『安/こ\してお使いいただくために』に記載されてい 
ます 0 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるよラにお手元 
に大切に保管してください。 


本書は、次の決まりに従って書かれています。 


^ 於ずお読みくだをい。^ 


II まむしておほいいただくために I 


V J 


n 記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A 注意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
TJX しよ 9 〇 




データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

£5 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合… 『』 

パソコンで見るマニュアルなどへの参照の場合… 《》 
《パソコンで見るマニュアル（検索）： xxxx 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[キーワード検索]に 
「XXXX」 を入力すると、目的のページを検索でさます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報び記載されてい 

On 9 〇 


*] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび•やけど•感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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用語について 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム（日 S) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ IJ ケー シヨ ンソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista® Home Premium または Windows Vista® Home 巳 asic を示します。 

MS-IME 

Microsoft® Office IME 2007. または Microsoft® IME を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのでさる、電子マニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク|_>ック^ [パソコンで見るマニュアル] 
タブの[パソコンで見るマニュアル TOP] ボタンをク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について『いろいろな機能を使おう1章 EJ CD や DVD を使う』 

Premium モデル 

Windows Vista® Home Premium び搭載されているモデルを示します。 

巨 asic モデル 

Windows Vista® Home 巳 asic び搭載されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office Personal 2日日7びプレインストールされているモデルを示します。 

PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft® Office PowerPoint® 2日日7びプレインストールされているモデルを示します。 

NX シリーズ 

dynabook シ U- ズで、モデル名び 「NX」 で始まるモデルを示します。 

NXE シリーズ 

dynabook シ U- ズで、 f デル名び 「NXE」 で始まる f デルを示します。 

ご購入のモデルのシ U- ズ名、モデル名、仕様については、別紙の 『dynabook **** (お 
使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 

♦記載内容には、一部の f デルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * *シ u —ズのみ」などのよう 
に注記します。 

• インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を前提に説明しています。 

♦ アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I -ールまたは付属の CD / DVD からイン 
ス I -ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•[コント□ールパネル]画面には「コント□ールパネルホーム」と「クラシック表示」の2 
種類びあり、本書では、「コント□ールパネルホーム」に設定していることを前提に説明し 
ています。「クラシック表示」になっている場合は、[コント□ールパネルホーム]をク U ッ 
クしてください。 



(表 7 J \ 例) 


♦ 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 


KI Trademarks 

• Micros 日 ft 、 Windows、Windows Media、Windows Vista 、 Aero、Outlooks Excel 、 
PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

♦おたすけナビは、株式会社東芝の商標です。 

• TRENDM に R 日、ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITALARTS 、 Z 巳 RAIN 、 アイフィルター/ i - フィルターは、デジタルアー 
ツ株式会社の登録商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• メ fU —スティックはソニー株式会社の商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 
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インテル Centrincf 2 プ□セツヴー • テクノ□ジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino 2プ□セツサー-テクノ〇 
ジー搭載と呼びます。 


• インテル® Core ™ 2 Duo プ□セッヴー 

•モノくイルインテル® GM 4 己 Express チップセット 

• インテル® WiFi Link 51 OOAGN 


ra プ□七ッサ （ CPU ) に関するごミ主意 

本製品に使われているプ□セッヴ ( CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプタを接続せずバッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
♦マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1，日日日メートル（3,28日フィート）(上をお考えください。 

♦目安として、気温5〜3ぴ C (高所の場合25む）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよう、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプ□セッヴに関する注意 

64ビット対応プ□セッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プ□セッサは(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）びインス I -ールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 

• 64ビット対応の BI 日 S び搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 

• 64ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッヴ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている日 S び、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の日 S びプレインストールされています。 


このほかの使用制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 






MM 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者お 
よび著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行 
ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることびあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を/こ\ 
びけて < ださい。 


MM ' J リ■ス情漸こついて 

「 uu —ス情報」には、本製品を使用するラえでの注意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU —ス情漸 
をク U ックする 


sa 巧い終わつたとま 

パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメ fU に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「ス U —プ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを押したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びでさます。その場合ス U —プ中でもバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

スリープ/電源を切る ri 章0使い終わりと使いはじめ」 
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EEi お願い 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス!-ールされている、または付属の CD / DVD からイン 
ス I -ールしたシステム（日 S )、 アプ U ケーシヨン外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません 0 

• Windows Vista Home 巳 asic 捂載のモデルでは 、 Windows Vista Home Premium に 
搭載の一部の機能 （Windows Aero インタフェース、フ U ップ 3 D など）はご利用になれま 
せん。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順(外の方法で、パーティ 

シヨンを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれびあります。 
♦ 内蔵八ードディスクにインス I -ールされている、または付属の CD / DVD からインス I -ール 
したシステム（日 S )、 アプ U ケーシヨンは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用する1^(外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除でさなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してくださし、有償にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合わ有償です。またどちらの場合わ、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するわのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 
•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウオール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピュータ 
を保護するためにわ、常に最新のわのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始から9日日間に限り無料で行うことびでさます。9日日を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有償の正規ヴー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 
•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

♦『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。弊社 
ホームページで登録でさます。 

詳細について「6章 D お客様登録の手続き」 
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ED [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージを注意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
い。 
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■ パソコンの巧 HI 

—セットアップー 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアッス電源の 
切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてか！5実際に使い始め 
るまでの準備と、ほかのマニュアルについて説明していまず。 

1使う前に確認ずる . 12 

2最適な場所で使う . 13 

3 Windows を使えるようにする 

— Windows セットアップ— . 14 

4使い終わりと使いはじめ . 33 

マニュアルで見るパソコンの使いかた . 41 











n 巧を閲けた 6 まずはこれか 6 

■箱の中身の確認 

『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 

東芝 PC あんしんサポート 『東芝 PC サポートのご 案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違う場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんヴポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について『いろいろな機能を使おラ1章 D 各部の名称』 

B ちれずに巧つてください 

■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関する注意事項』を読んでください。 

■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間につ 
いては保証書を確認してください）は東芝の無償（無料）保守サービスび受 
けられます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


■海外保証を受けるには 

海外で使用するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) によ 
り、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項•確認事項の範囲内で 
修理サービスを利用でさます。 

利用方法、保証の詳細については『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載 
の無料修理規定を読んで、確認して<ださい。 

■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意され 
ています。この Windows にそれぞれ割り当てられている管理番号を 「Product Key 」 といい 
よ9 〇 

Product Key はパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社からの保守サービスび受けられなくなります。 
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本きは.巧巧説明呈等のま京ききによる正苗なご使用におしで巧因した場 
合.ま面の r 巧料修理規定 J に準じて，おお僖 S ぞお巧まずる芭のです， 



鼠•化げ BCPurchaseDate) 西暦 年月日 

★ i 




斤 里話： 


本害は曰本国巧でのな訝と， ILW 巧を裝品（上記《巧に@び記 K ) 
の巧巧訂（制旧巧）を証日月します （ ILW については.巧を製品に付属 
の r 東さ PG サポートの巧 g 巧」をご S ください)。 

* 本* のち 萬巧は いにしませんのでお失しなしがに 大切に 巧芭 してくだ ごい。 
ご販売店様へ:おずお質い上げ曰，責販売店ち等をご記入の上.お客様に 
_お度しください，_ 


ほ310に確認する 


ヴ n ンの準備—セットアップ— 











n パソコンに最適な摄境とは 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 



次の点に注意して置さ場所、使ラ場所を決めて < ださい。 

♦ 安定した場所に置さましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やケガにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましょう。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

♦強い磁気を発するもののおくで使用しないでください。 

磁石はもちろん、スピーカ、テレビのおくは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなど 
もパソコンを使用するとさははずすようにしましょう。 

• 照明や日光びあたる位置わ考慮しましょラ。 

照明や曰光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づらくなります。 

♦ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障害を引さ起こすことびあります。 

♦ 無線通信装置から離してください。 

携帯電話わ無線通信装置の一種です。 

• ノ（ソコンの通風孔を而さびないように置きましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのものです。而さぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



2 I 最適な場所でほう 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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初めて電源を入れたとさは、 Windows のセットアップを行います。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

セットアップには約1□〜2日分かかります。 

作業を始める前に、付属の冊テ『安/こ\してお使いいただくために』を必ず読んでください。特 
に電源コードや AC アダプタの取り扱いについて、注意事項を守ってください。 

■■ 操作の流れ 






3 


ウインドウズ 


Windows を巧えるよ5にずる 

—Windows セットアップー 


パソ n ンの準備—セットアップ— 






且 Windows を使えるようにする - Windows セツトアップ- 


^セットアップをするときのま意 

■ 周辺機器は接続しないでください 

•セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プ U ンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しない 
で < ださい。 

■ 途中で電源を切！ 5 ないでください 

• セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動できない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないで<ださい 

• セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けて< 
ださい。 

30分 iU 上タッチパッドやキーボードを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えなく 
なる場合びありますび、故障ではありません。 

もう]度表示するには 、I 5バ//^7>^—を押すか、タッチパッドをさわってください。 


B 電源コードと AC アダプタを接続する 

次の図の①^②-^^の順で行ってください。 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


5 









































且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


接続ずると 


DC IN *1 LED び緑色に点灯します。また、 
U への充電び自動的に始まります。 


巳 attery GLED びオレンジ色に点灯し、バッテ 



ぶすメモ 


I バッテ U 充電中でちパソコンを使用することびできます。 

詳細につして『いろいろな機能を使おう4章 D バッテリ充電量を確認する」 


電源を入れる 




本体液晶ディスプレイを開けるときは 


本体液晶ディスプレイを開き過ざるとヒンジ（手順0参照）に力びかかり、破損や故障の原因 
となります。ヒンジに無理な力び加わらないよう開閉角度に注意してご使用ください。 
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パソコンのディスプレイを開ける 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
個励部分には触れないようにしてください。 



片手でパームレスト（キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてく 
ださい。 


パソミの準備—セットアップ— 
































且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


電源スイッチを巧ず 

Power Cb LED び緑色に点灯するまでスイッチを押してください。 



これでパソコンの準備は完了です。 

続いて Windows のセットアップに進みます。 



パソ n ンの準席—セットアップ— 



















且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ - 


Windows のセツトアツブ 

パソコンび起動したら、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[次へ] 
をクリックずる 

■ Premium モデルの場台 


■巨 asic モデルの場含 
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、 . 、ご J 巧 Windows のたジトアジプ 


Windows Vista 、 Home Premium 


国また(が城に)：ド本 
時刻と通爸のお式の：I日本養【日本) ' 
キーポードレイアウトの： I Microsoft IME 


TOSHIBA 


Copyright ® 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved. 





パソミの準備—セットアップ— 





























且 Windows を使えるようにする -Windows セツ ト ァップ- 


タッチパッド 


■クリックとは 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「」（ポイ 
ンタ）び動さます。 

目的の位置にポインタを合わせたあと、左ボタンを 
] 回押す操作を「ク U ック」といいます。 

詳しい使いかた『いろいろな機能を使おう 
1章 0- のタッチパッドで操作する』 


[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 



ライセンス条項に同意 


ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはでさず 、 Windows 
を使用することはでさません。 

ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意しまず]の左 
にある己をクリックずる 

表示されている条項文の続さを表示するには、画面のち側にある-ボタンをク U ッ 
クします。 


巧 Windows の它ジトアップ 
ライたンス条項をお読みになつてください 


マイクロソフトソフトウ玉アライセンスを巧 
\ HOME BASIC SERVICE PACK 1 
\ HOME PREMIUM SERVICE PACK 1 


S VISTA H 
S VISTA H 


木ライセンスを巧は、おをならが下の間で稀なされる質約吾です。 

ロソフトウ t ア （ W 下「ホソフトウュア J といいます）をデバイスと巧に妃 
巧するデバイス製造業ま（な下「製造業ま J といいます)、または 

□ 本ソフトウ S アをデバイスと巧に的がするソフトウェアインスト—ル業 
ま（な下「インストール業ま J といいます）との間に稀なされる質巧害で 


图ライ它ンス魚項に同意しまず (A) 


巧へ (N) 


をク U ックするとになります。 



パソ n ンの準席—セットアップ— 


9 




























且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


[次へ]ボタンをクリックずる 


。巧 Windows のセットアップ 

ライ t ンスを項をお読みになつてください 


S VISTA H 
S VISTA H 


f トウエアライセンスま巧 
\ HOME BASIC SERVICE PACK 1 
\ HOME PREMIUM SERVICE PACK 1 
WINDOWS VISTA ULTIMATI SERVICE PACK 1 

木ライセンスを巧は、おぎなと 《 下の間で締結される契約童です。 

ロソフトウ S ア（が下「木ソフトウホア J といいます）をデバイスと巧に的 
がするデバイス製适業者（な下「製造業者 J といいます)、または 

ロホソフトウ t アをデバイスと巧に配布するソフトウ玉アインストール業 
ま（な下「インストール業ま J といいます）との間に稀なされる契巧害で 

图ライ它ンスま項に同意します (A) 


次へ ( N ) J 1 


[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 


Windows Vista では、複数のユーヴび1台のパソコンを別々に使用することびでき 
ます 0 

そのとさ、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴび使用するのかを識別する必要びあります。そのため 
に、複数のユーヴび使用する場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名前を登録し 
ます。 

次の手順で入力するユーヴ名は、管理者ユーヴを登録するためのものです。どんな名 
前でも良いので、自分であることを識別でさるような名前を入力してください。 
管理者ユーヴとは、複数のユーヴでパソコンを使用する場合、全体を管理してほかの 
ユーヴの使用制限を設定したりでさるユーヴです。 


ユーザの名前を入力する 



パソ n ンの準備—セットアップ— 


§ 














且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


J ユーザの名前を入力ずる 

■ [ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入 
I 力してください。ユーヴ名は、半角英数字で入力することをおすすめします。「 I 」 
I (カーソル）び表示されている位置から文字の入力びでさます。 


文字の入力方法、入力に使ラキーの位置については、『アシストシート』に簡単な説 
明びありますので、参照してください。 

[ dynabookj と入力するときは、キーボードで回因团囚团回回因と押し 
ます。 

■ 夺一を押しても表示されないときは 

キーを押してわ文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなびら表示され 
ていることを確認して<ださい。表示されている位置から文字などを入力でさます。 
表示されていないとさは、[ユーヴー名を入力してください]の下の欄をク U ックし 
てください。 

■入力を間違えたときは 

入力を間違えたとさは次の操作で文字を削除して、わう]度入力しましょう。 

• カーソルの左側の文字を削除する . | MC / CSP/\Cf I キーを押す 

• カーソルのち側の文字を削除する . \DEL I キーを押す 

カーソルを左ちに動かすには 、 H キーまたは0キーを押します。 

ほかのユーヴは、あとで登録でさます。 


パスワードを入力する 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないようにでさる、特定の 
文字列です。 

ここでは 、 Windows Vista を起動するときに入力しないと、起動できないようにす 
るためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と呼び 
ます 0 



《 9 巧 Windows のセジトアップ 
ユーヴー名と西なの還巧 
このユーヴーると西々( じーブーフ 


ととを表します。ここで作巧するアカウントは、つン 


ピュータの官巧者アカウントです。 


ユーヴーをを入力してください（巧： JohnKU): 


このユーヴーアカウントで使用する国像を還巧してください： 

团 fe f 朱 ^ ^ A Hi IP 


巧へ (N)] 



パソ n ンの準席—セットアップ— 


2 






























且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


パスワードを入力ずる 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパス 
ワードとして設定したい文字を入力してください。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定でさますび、8文字 
上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことわでさま 
すび、セキュ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 




J Windows のセットアップ 


ユーヴーると国巧 


このユーヴーをと西な はユーヴーアカウント を表しまず。ここで作巧するアカウントは、: 
ピユータの宫巧ちアカウントです. 


ユーヴーるを入力してください（巧!： John )( U ): 


ノなつードを人力してください（推男) ( P ): 


このユーヴーアカウントで使用する西をを還巧してください： 


昼与包^过0?險 


入力した文字は「•••••」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えても画面ではわからないので、気をつけて入力してください。 
Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをもう一度入力 
してください]といラ入力欄び表示されます。 


パスワードをもう1度入力ずる 

[パスワードをもラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順0で入力 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 




1 Windows のセツトアップ 


ユーヴーると困巧の ii 巧 


このユーザーると西な 比ユーヴーアカウント を表します。ここで作巧するアカウントは、コン 
ピユータの含理ちアカウントです， 


ユーヴーるを入力してください（巧!： John )( U ): 


ノなつードを人力してください（推吳 )( P ): 


ノなつードをちう一度入力してください ( R ): 


このユーヴーアカウントで使用する西巧を還巧してください： 

Hfef 身 起^份ぶ颇隙 


巧へ ( N )] 



パソ n ンの準備—セットアップ— 


2 

2 



































Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


パスワードのヒントを入力する 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったとさのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

パスワードのヒントを入力ずる 

[パスワードのヒントを入力してください]と書いてある下の欄に、それを読めば自分 
だけはパスワードを思い出せるようなヒントを入力してください。 


巧 Windows の t ジトアップ 


ユーヴ_ると西巧的懲巧 


このユーヴーをと西な( むーヴーアカウント を表します • ここで作巧するアカウントは、コン 
ピユータの菅巧看アカウントです， 


ユ ー tf - るを入力してください（巧： John )( U ): 
dynabook 

ノロ■つードを入力してください（推吳 )( P ): 


ノなつードをちラー度入力してください ( R ): 


このユーヴーアカウントて^ 


ノなワードのヒントを入力してください ( H ): 


ブ，な;口1«<‘と巧リ、し/ \心 C V 


藤、 I ィ宜!が、过險 


スべ N ) I 


ユーザの画像を選択する 


どのユーヴであるのかを示すために、ユーヴ名のほかに画像を登録することわでさ 

よ9 〇 

使いたい画像をクリックずる 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 


起夕 巧 Windows の t ジトアップ 
ユーヴー名と西任な煙巧 


このユーザーると西巧 はユーヴーアカウント をきします.ここで作巧するアカウントは、コン 
ピユータの宫巧ちアカウントです， 


ユーヴーるを入力してください（巧： John )( U ): 


dynabook 

ノなつードを入力してください（巧契) ( P ): 


ノ a ワードをちラー度入力してください ( R ) : 


ノなワードのヒントを入力してください ( H ): 
頃0#び名 


このユーヴーアカウントで使用する西なを還択してください： 


f ぶ蛙!が过！ I !險 


巧へ脚 I 



パソ n ンの準購—セットアップ— 


53 













































且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


。[次へ]ボタンをクリックずる 


。巧 Windows のセットアップ 


ユーヴーると西巧の透が 


この ユーヴー をと西な 比ユーブーアカウント を表します • ここで作巧するアカウントは、： 
ピユータの宫巧ちアカウントです. 


ユ ーヴー ちを入力してください （巧： John )( U ): 


ノなワードを人力してください惟異 )( P ): 


ノなワードをちう一度入力してくださいが)： 


ノなワードのヒントを入力してください ( H ): 


^のユーヴーアカウントで使用する西係を涅巧してください： 

田経^ 




[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示 
されます。 


1 ^ 


一夕の名前を入力ずる 


コンピュータに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するた 
めです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピュータの名前を入力ずる 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の 
文字列を入力してください。半角英数字じ(外は使用しないでください。またこのとさ、 
同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前にしてください。 


巧 Windows のセットアップ 

コンピユータるを入力して、デスクトツプの背景を遥巧してください. 



1 - 夕を を入力して<ださい(巧： Office - PC ) 江)： 


dynabook-PC 


デスクトツプの背員を逞巧してください俄で、コント□-ルパネルで変更巧能です)： 

■圓圓国圆 

頃 TOSHIBA 背夏 


1„ 巧へ ( N ) 一] 


(表 7 J \ 例） 



パソ n ンの準備—セットアップ— 











































且 Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


背景画像を選択ずる 


パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 

使いたい画像をクリックずる 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 

ク U ックすると、選択した画像び実際の背景に表示されます。 


看&巧 Windows のたジトアップ 

コンピュータるを入力して、デスクトップの哲曼を遷択してくださし、 • 


み 


ユータる を入力して<ださい(例： Office - PC ) 江)： 


dynabook-PC 


デスクトツプの背具を涅巧してください惟で、コント□-ルパネルで変更可能です)： 

雨国圓园画図 


巧べ N ) I 


(表例） 


[次へ]ボタンをクリックずる 

とさ巧 Windows の t ジトアップ 

コンピユータるを入力して、デスクトツプの背景を進択してくださし、 


コンビユータをを入力してください(巧： Office - PC ) 江)： 


み 

デスクトツプの背貴を涅巧してください惟で、コントロールパネルで変更巧おでず)： 

曜国国园国圆 


I 巧へ ( N ) 


(表示例） 


[ Windows を自動的に保護するよう設定してください]画面び表示されます。 



パソ n ンの準席—セットアップ— 
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且 Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


Windows の保護の設定をする 


[推奨設定を使用しまず]をクリックずる 


し ri 巧 Windows のたジトアップ 

Windows を自岩!的に保護するよう設定してください 




推奨設定を使用します (R) 

重賽な更巧プ□グラムや巧奨のま巧プ□グラムをインストールしたり、インターネット 
の閱質をよりち全にしたり、オンラインで巧竜の度巧案を巧鼓したりします。 


^重要なきがプログラムのみインストールします(I) 

W Windows 用の它キユリテイのま巧プ□グラムおよびその他の重要なま巧プ□グラムの 


みインストールします。 


感 


をで巧認します (A) 

涅択されるまで、このコンピユータに它キユリテイの巧童がをる可能性があります。 


/|ての話 fd ちがをを巧’> ノ？^ g 


巧奨設定を使用するとき、または更新プ□グラムをインストールずるときに、一部の盾巧が 
Microsoft にを倍されます.送信された情報が、おを様をを別した。、お客樣にを巧を取つた。 
するために使用されることはあ。ません • プ3イバごノーに聞する青巧斤お話み< ださい 


[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 


時刻と日付を確認ずる 


コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどラか、確認します。 

時刻と日付を確認ずる 

合っていない場合は、正しい内容に設定してください。 


巧 Windows かヒットアップ 
持交]と日付の設定の»設 


タイムソーン (Z) 


["(GMT+ 的: 00) 大旧、化巧、まを 


曰が (D): 



巧へ 【N) J 


(表 7 J \ 例） 


I [タイムゾーン]は、欄のちにある 
T をク U ックして、表示された 
地名から「大阪、札幌、東京」を 
ク U ックしてください。 

|年*月の左ちにある4または 
► をク U ックすると、月ごとに 
順に表示び切り替わります。 

年•月を合わせてから、下の該当 
する曰をク U ックしてください。 

I 時刻表示のちにある巨]または 
因をク IJ ックすると、順に数宇 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してから^または^をク1^ッ 
クしてください。 



パソ n ンの準隔—セットアップ— 











































且 Windows を使えるようにする -Windows セツトアップ- 


^:^ 


時刻と日付は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

時刻と曰付び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプ U ケーシヨンでは、アプ U ケーシヨンの設定後から適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、時刻と曰付び合っている 
ことを必ず確認してください。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとヴポート』 


[次へ]ボタンをクリックずる 



(表例） 


[ありびとラございます]画面び表示されます。 

巧[開始]ボタンをクリックずる 

巧 Windows のたジトアップ 




パソ n ンの準席—セットアップ— 
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且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


パフオーマンスの確認が実行される 

Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフオーマンスを確認する画 
面び表示されます。 

画面下部に[しばらくお待ちください。]と表示されている間は、何も操作しないで 
お待ちください。 



よ0効率良い作業を実現 



[ 


パフオーマンスの確認び終了すると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面 
び表示されます。 

[1 手順且で入力したパスワードを入力し、垣胃丰一を巧ず 



(表示例） 

Windows び起動し、[ウエルカムセンター]画面び表示されます。 


「東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、次の「本節 ra 「東芝ヴー 
ビスステーション」について」を確認してください。 

爲メモ _ 

•パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではあ 
りません。 



パソ n ンの準隔—セットアップ— 

































且 Windows を使えるようにする - Windows セツトアップ- 


^9 まちサービスステーション J について 


「東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知らせを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。 

このソフトウ卫アは動作に必要な機器の識別情報などを弊社のヴーノ くへ送信します。 

使用でさるように設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よく 
お読みください。 

封メモ _ 

•「東芝サービスステーション」を使用するには、インターネットに接続できる環境び必要です。 

• 「東芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプリケーション、ユーティ U ティ、ドライ 
バや BIOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。このため、「あなたの clynabook . com 」 
や 「 dynab 日日 k . com」、「Microsoft Update 」 などのサイトにアクセスし、よくあるご質問 ( FAQ ) 

やウイルス-セキュ U テイ情報などとあわせてご利用ください。 


I 設定方法 _ 

「東芝サービスステーション」を使用でさるように設定する方法は、次のとおりです。 



パソコン起動後、しば!5くしてか!5通知領域に表示されるメッセージを 
クリックずる 



または、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーテイ U テイ]一[サービスステーション]をク U ックしてください D 
初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 
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且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 
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内容を確認し、[同意ずる]ボタンをクリックずる 


使用許諾書 


まミサ-ピスステ-ションのこ’利用にあたって * 

瓶要： 

本ソフトウエアは、わ客おのコンピュータじ当社によぷブレインストールされたのトウ巧のアップ ミ 

デート、あるいは、も客樣の]ンピュー如:巧する当なからのま要なわからせを、自か的に横ます 
る碟能を提供します(ネリ觸さ定では如日ごとに検まを巧います。おま周削ま当なのサーバーから 
の指示によ。ををされる巧合があ口ます)。この碟能がちかじな。ますと、本ソフトウエアは、上記な 
ま巧にモデルを、型を、機器谎則を号 (UU の)、言語Iちま lil、 留适まち、 OS のバージョン、ま要 
ねも'しらせ履歴、アップデート履ほねどのシステムに関するを本巧ま lil を、当なのサーバーへミ測う 
じさ信します。本ソフトウがじよりわ客おの個人巧排を巧たじリリ集することはありませんが、まミ 
わ客樣登録やなず化巧ねどじより当社にわ客お巧報をご提供いただいている巧合には、当化よ 
りも'客樣 A ま耍なわからせを巧かするぶ要げある巧合や、サーピスサポートの向上のために、それ 
らの巧幸辰と昭合する巧合びあります。（がま） 

システム If ま沛のわ巧り巧いじついて： 

当化のサー/卜じさ倍されたこれらのシステム情綱ま、マーケティンヴや巧術的なサポート提化と、 
サボートサーピスの向上のためじのみ利用され' 7年間、当化のサーバーけ呆巧した樹こ刖除され， 

(I 同まする|| (同ましません] 
f ? ~71 I 白なじ再度ま示します I 


使用許諾書に同意すると、じ(降はソフトウエアのアップデートや弊社からのお知らせ 
を検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 


■ 使用方法 _ 

■ソフトウエアのアツプデートがある場台 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨン、ユーティ U ティ、ドライバや巳 lOS のうち、一部 
についてアツプデートびあることを検知すると、次のメッセージび表示されます。 



メッセージをク IJ ックし、画面の指示に従って操作してください。 

■本製品に巧するお知5せがある場合 

本製品に対する弊社からのお知らせび準備されたことを検出すると、次のメッセージび表示さ 
れます。 


〇東ミサービスステーシヨンお知らせ X 
4件ながしいお知らせがあります。 



メッセージをク U ックし、画面の指示に従って操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場合は、[スタート]ボタ 
ン（お I )一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] — ►[ユーテイ U テイ]—►[ヴービスス 
テーシヨン]をク U ックしてください。 
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且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


VT ろお立つ操作集 


r dynabook ランチヤー」 

デスクトップのガジエットに表示されています。 



お巧いの PC め 
サポート H 巧 


ちがの djm^jodccm 



-インターネット接続の設定び済んでいる場合、画面ち上の(@) 
をク IJ ックすると、[サポート情報]には dynabook . com の最 
新情報び、[メールマガジン]には dynabook . com . ma 呂 azine 最 
新号などび表示されます。知りたい情報の項目をク U ックして 
ください。 


便利な機能のアイコンび次々に表示されます。ク U ックすると、 
それぞれのアプ U ケーシヨンの起動やホームページへのアクセ 
スび簡単に行えます。 


表示されるアイコンは、次のとおりです。 

すけナビ」び起動します。 

圆1味 「本章マニュアルで見る 
パソコンの使いかた」 

「動画で学ぶ丫 ouTube 」 び起 
動します。 

「本章マニュアルで見る 
パソコンの使いかた」 

「動画で解決！操作ガイド」び 
起動します。 


化虹な 

かんたんマスター!^ 


tiZfiSlYouTub 


ちよっとした 
巧作に困った6^ 


的で脱！婦作ガイド 


『いろいろな機能を使おラ 
6章 D •团トラブル事 
例を見てみる』 


お使いの PC の /« L.-X 
ヴポート情 ^ 

「あなたの dynabook.c 日 m 」 の 

巧靴 amA 

うかヴいまず！-づ售 

f づイみ小 rj || •.八 • り1 

説明画面び表 7 J \ されます。 

>レぶん JSMK 


® なたの PC をプロ; 
■隔操巧してご KI 


輝 


い:け ; i 


の 


遠隔支援ヴービスの説明画面 
び表示されます。 

『東芝 PC ヴポートのご案内』 


ごホ灼は、 

こち5から.* 

rrrj 亞 巧！加 


Web か S の 
修 S 申し込み口 


東芝 PC 電話ヴポート予約ヴー 
ビスの説明画面び表示されます。 

『東芝 PC ヴポートのご案内』 

修理のお申し込みの説明画面 
び表示されます。 

『東芝 PC ヴポートのご案内』 

訪問ヴポートの説明画面び表示 
されます。 

『東芝 PC ヴポートのご案内』 


インターネット接続の設定び済んでいる場合は、「あなたの dynabook . com 」、 「東芝 PC 電話 サポート 
予約サービス」、「遠隔支援サービス 」、 「PC i -「 epair サービス」、「訪問サポート」の説明画面上でク 
U ックすると、該当のホームページへアクセスします。 

• dynab 日日 k ランチヤーをガジてットから切り離して、 dynab 日日 k ランチヤーの各アイコンを一覧表 
示することびでさます。次の手順で行います。 

① dynab 日 ok ランチヤー上でもク U ックし、表示されたメニューから[サイドパーから切り離す] 
をク U ックする 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


曰付と時刻の確認 


時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。曰付は、時刻表示部分にポインタを合 
わせると表示されます。正しく設定されているかどラか確認してください。 



_ 表巧例） 

正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 

I Windows Vista でわか6ない操作があつたとを 


Windows Vista の使いかたについては、[スタート]ボタン（轉） 

をク U ックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows Vista の最新情報は次のホームページから確認できます。 

• Windows Vista について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / wind 日 wsvista / 

Windows の基本操作については、《パソコンで見るマニュアル》をご覧ください。 

IjA / indows セツトアップが終了した6_ 


[ヘルプとヴポート] 


Windows セットアップやアプ U ケーシヨンのインス!-ールなどび終了したら、次の操作を 
行っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 

「Windows Update 」 《パソコンで見るマニュアル（検索）： Windows を最新の状態にする》 

• リカバリディスクを作成する 

U カバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元 （ U カバ U ) す 
ることびでさます。 

リカバリディスクについて「4章0リカバリディスクを作る」 

なお、 U カバ U ディスクを使って実際に U カバ U を行ラとさは、操作の流れをよくご確認く 
ださい。 

リカバリについて r 日章買ったときの状態に戻すには」 
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パソミの準備—セットアップ— 















4 I ほいおねりとほいはじめ 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメ fU に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「ス U —プ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを押したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びでさます。その場合ス U —プ中でもバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メ fU の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 


A 警告 

♦電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 
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n 使い終わりと使いはじめ 


の 


ス U —プにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U —プ」にしましょう。 

ス U —プには、通常のス U —プのほかに「八イブ U ッドス U —プ」という機能もあります。 
作業を中断している間にバッテ U の残量び少なくなった場合などは、通常のス U —プでは保存 
されていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にすると、データは保持され 
ます。 

八イブリツドスリープ「本項 B スリープ機能を強化する」 


E ■スリ■プの実行方法 

n [スタ-卜]ボタンをクリックずる 


円[電源]ボタンをクリックずる 

| >すべてのブ□グラム 

の開坦 _ P I 一 j 马 卜与 111, 



〇スリ■プ機能を;ま化する 

Windows Vista には、通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意 
されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメ fU に保存するス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクドライブの両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテ U の残量び少なくなった場合などは、通常のス U —プでは保を 
されていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディス 
クドライブから作業内容を復元でさます。 

八イブ U ッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッド XU — 
プとして機能します。 

またス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するようにわ設 
定でさます。 

休止状態《パソコンで見るマニュアル（検索）：休止が態》 

八イブ U ッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 
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Q 使い終わりと使いはじめ 


[# バッテリ設定の変到^選択している電源プランの[プラン設定 
の変更]をクリックずる 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの下に表示されています。選択している電源 
プランの下に表示されている[プラン設定の変更]をク U ックしてください。 


a て 八-ドウエアとサウンド 


小]臣な 


スリープおな時のノなつード 
なま 


カバーを巧じたときの巧作の 
顧 


〇デイスプレイの恩 g を切る時 
ほの指定 

t コンピユータがス U - ブ快な 
になる時なををま 

み デイスプレイの巧ちを巧隻 


君原プランの蛋巧 

是反プランによつてコンビユータのパフォーマンスを最大にした0、更力を節巧した0できます.プ 
ランを涅巧してアクティブにするか、プランを還択してからち力設定を巧まずることでカスタマイズ 
してください. 宙ぉプぅ V の a 細 

プラン(か〇ッテリメーターに表示されます 


みバランス 

ブラン設定のをま 


©まさ省 i 


f 更力 
'設定の 


©音パフォーマンス 
プラン設定のを'ミ 


バリテリの寿を； 
バフブ ー7 ンス： 


バジテリの寿命； 
パフオ ー7 ンス： 


バジテリのきを： 
バフオーマンス： 


(表例） 


八イブ U ッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます D 

[詳細な電源設定の変更]をクリックずる 


0('. 更渴オプション ► ブラン設定の岳ま 


▼间 r 検ま 


~ j \ 


巧のプランの設定のをミ：バランス 

お使いのコンピユータで使用するスリーブ扶巧とデイスプレイの設定を逛択してくださし、 


I 


) デイスプレイの是居を切る； 


;デイスブレイの巧度を調害： 


註巧な面®設定のをまに ） J 
このプランの既定の設定を復元ずる化） 


|xx 分 

，| |xx 分 

，| 

|xx 分 

，|| |xx 分 

，|| 



[詳細設定]画面び表示されます。 
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n 使い終わりと使いはじめ 


[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か5 [八イブリッ 
ドスリープを許可ずる]をダブルクリックずる③ 


苗更おオプション 


I を I 放 1 




カスタマイズする電源プランを還がしてから、お使いの 
コンピユータで直居を宫巧するち法を反巧している設定 
を還巧して < ださい， 


> 現なホ I 用で穿なし1品すの巧を 


バランス[アクティブ] 


曰復I届時のノ ワードを必要とずる 

バジテリ犀動：はい 
至涼に接括：はい 
田ま乏省電力設定 VX.XX 
田八ードディスク 
田 っィゎしス ァタプクの設定 
El スリーブ t - 


因 TT の巧巧わ 唯 視みフ 1 


-プ する 


[(\ 1 - 

田か:の時记 


プランの既定を復元する化） 


〕 I キャン t ル ][ 通巧(か 


.① 

■② 


八イブリッドスリープの有効にしたい状態をクリックずる 

それぞれの項目は、次のよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U 駆動時に八イブ U ッドス U —プ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ U ッドス U —プ機能を有効にした 
し"1場口. 


9至おオプション 


の幽 


maim |_ 


皆 


カスタマイズする電源プランを還がしてから、お使いの 
コンピュータで更涙を含巧するちるを反映している設定 
を遥択して < ださい， 


バランス[アクテイス 


日復I届時のノなワードを必要とする 
バジテリ.唾動：はい 
電源に综爲：はい 
田東ち省更力設を VXXX 
田八ードデイスク 
田ワイトレスアダプタの設ぞ 
曰スリープ 

田巧の時巧が経過をスリープする 


曰 


f バツテリ犀動：オフI 

^^!こ接括:ォっ1 


プランの既定を復元する化） 


I I キヤン t ル II 通巧(ぶ〕 
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Q 使い終わりと使いはじめ 


項目の横に表示された，をクリックし ①、 表示されたメニューか!5 
[オン]をクリックずる③ 


^軍源オプシ3 


I 却風 


註を田記ち 




カスタ7イスする是反プランを還がしてから、お使いの 
コンピユータで載反を含巧するちるを反映しているを定 
を還巧してください。 


C 現.巧ホ I 用できない設定の巧を 


バランス[アクテイス 


バッテリ巧動：はい 
を源に接庶はい 
田東芝省電力設定 VX.XX 
田八ードディスク 
田ワイたレスアダプタの設定 
曰スリープ 

田次の時巧が容過乾スリープする 
曰八イブリツドスリープを許可至を 



フランの既定を復元する化） 


つ I キャン tz ル I じ通巧(か ] 


[0 K ] ボタンをクリックずる 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッドス U —プとして機能します。 


vet お立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

XU —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
に休止状態に移行するよう設定でさます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする] 
をダブルク U ックし、表示された項目を選択して 
で時間を設定してください。 

XU —プを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 


休止 状態 

《パソコンで見るマニュアル（検索） 


休止が 態》 


9輔ォプショ 


maai ) 


詳細設定 


、ぶ 


カスタマイスずる駐展プランを還がしてから、お使いの 
コンピュータでを涙を管巧するち法を反映している設定 
を還巧してください。 


バランス[アクテイス 


田八ードディスク 
田ワイサレスアダプタの設定 
曰ス U — プ 

曰巧の時巧が送遇をスリープずる 
バッテリ巧動： XX 分 
覃療に接魚 XX 分 
田八イブリツドスリープを許巧する 


曰巧の時巧が袋過を休止状巧にずる 

お ，麵な。 l-^j 

電源に接病： x > {分 


] USB 設定 


I プランの既ミをを元する脚 


〕I キャンセル II 通巧(互） I 
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n 使い終わりと使いはじめ 


2 


源を切る 


数日上パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違った操作を行うと、故障したり大切なデータを失うおそれびあります。 




電源を切る前に 


I 必要なデータは必ず保存してください。保をされていないデータは消失します。 

I 起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

I Disk 0 LED 、 ブ U ッジメディア LED 、 ディスクトレイ LED び点巧中は、電源を切らないでく 
ださい。データび消失するおそれびあります。 


電源を切るには、次のように操作してください。 

n [スタ-卜]ボタンをクリックずる 


I 圈 


〇ボタンをクリックし①、表示されたメニューか!5 [シャツトダウン] 
をクリックずる③ 


ずべてのブログラム 


みまの巧お 


巧 



Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power 6 LED び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに 
切ってください。 

I ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコンの 
設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（(^)をクリックし、表示されたメニューか5国をクリックずる 

② 表示されたメニューか5 [再起動]をクリックずる 
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Q 使い終わりと使いはじめ 


Windows セットアップを終えたあとは、次の手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に ; 



各ス□ットにメディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

プ U ンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れてく 
ださい。 


電源スイッチを巧ず 

Power Cb LED び緑色に点灯するまでスイッチを押してください。 



3 


源を入れる 
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Q 使い終わりと使いはじめ 


I 電源に関ずる表示 _ 

電源の状態はシステムインジケータの点灯状態で確認することびでさます 
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は次のとおりです。 



状態 

パソコン本化の状態 

DC IN *1 LED 

緑の点灯 

AC アダプタを接続している 

オレンジの点滅 

異常警告 （ AC アダプタ、バッテ U または 
パソコン本体の異常）* 

消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power (!) LED 

緑の点灯 

電源日 N 

オレンジの点滅 

ス IJ ープ中 

消灯 

電源日 FF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、『いろいろな機能を使おう6章& Q & A 集』を参照してください。 
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7 ニユアルで見るパソコンの巧いかた 


Windows のセットアップび終わったら、いろいろな機能を楽しみましよう。 

本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電子マニュアル 
びあります。知りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 


本製品に付属しているシー 



ここでは、本製品に付属している次のマニュアルについて説明します。 


パソコンの操作方法び簡単に分かるシー 



[アシストシート J 

□ーマ字での入力のしかたや、入力に使ラキーの位置 
など、文字入力のちょっとしたわからないことを説明 
しています。 


4 ^ r 困つたとをに見る 
シート J 

パソコンを使っていて、困ってしまったとさの解決方法を紹介して 
います。 


_ 1^* 

デスクトップ 因 旧と A’ ソコンの巧了 マ 

C ： ■デスク トツス 町！- 養捐己側しよ引議し 

飄話識;.圓 

I タスかて-- 1 删况 画 I 

了フ U ヴ ー2/3 ンか K9 ン ttiaSSL/ ます ■ ブモリトド^乂やネトワ-ク助巧！ 





— J パソコンの ■! [ぴ乂 S ないと* 4ベージ I 
A «\ パソコンの ■» び入ると S • 1〜3ぺージ I 

4 I «11 てみ*し*3 I 


njt 子マニュアル IV くソコンで見るマニュアル J 

パソコンの g® で見る■子マニュアルには，田ったと宙のために rosAjRj や r®fij な《いかた J な ■! 
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マニユアルで見るパソコンの使いかた 


役立つ冊子マニュアル 


& 

包 


r 準備しょぅ J (本書） 

、み/ r いろいろな機能を使おう J 


3SHIBA 1 

ding Innovation »> I 


本製品にはどんな機能びあるのか、どんな周辺機器び使える 
のか、接続のしかたや機器を使うとさに気をつけていたださ 
たいことについて説明しています。 

また、パソコンの動作びおかしいと思ったとさの解決策わ説 
明しています。 

r 映像と音楽を楽しもう J 

DVD をパソコンで見たり、映像を DVD に記録する方法、自 
分の好さな曲を集めた CD を作る方法など、オーディオ•ビ 
ジユアル機能の楽しみかたを説明しています。 

r ま忌 PC ヴポートのご案内 J 

修理や訪問ヴポートの窓□など、ヴポート体制について紹介 
しています。 



※冊テマニュアル「いろいろな機能を使おう」や、電子マニュアル「パソコンで見るマニュアル」の 
「困ったとさは」に、トラブルび起きたときの基本的な Q & A 集びあるので参考にしてください。 
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マニユア )レで見るパソコンの使いかた 


2 


パソコンで見るマニュアル 


ここでは、パソコンの画面で見るマニュアルについて紹介します。 


パソコンつて何 


r はじめてガイド J 

初めてパソコンを使うかたへ、パソコンを使うとさの基本的な 
ことびらについて説明しています。 

デスクトップって何？画面に表示されている矢印は何？ 
コンピュータウイルスってなんのこと？ 

パソコンを使うとさに知っておさたい基本を、ぱらちゃんび 
紹介します。 

■起動方法 


デスクトップ上の 


0 をダブルク U 


ックー[パソコンで見る 


マニュアル]タブをク U ツク^をク U ツクします。 



パソコンの基本操作や活用ま、困つたとをの巧姐まを知りたい 


r パソコンで見るマニュアル J 

パソコンの基本的な操作や、活用法、困ったとさの対処法な 
ど紹介しています。知りたいことび載っているページを、 

キーワード検索で探すことびでさます。 

■パソコンの基本操作 

マウスの使いかたや文字入力、インターネット接続やメール 
の使いかたなど、パソコンの基本操作を説明しています。 

■パソコンを使いこなず 

パソコンで映像や音楽を楽しむ方法を紹介しています。 

また、パソコンの設定を自分に合わせて変更する方法を説明しています。 

■困ったとさは 

パソコンを使うとさに役に立つ便利な使いかたや、困ったとさの対処法を Q & A 形式で紹介 
しています。わかりやすくパソコンの用語を解説した「用語集」もあります。 

また、アプ U ケーションのお問い合わせ先を案内しています。 

■起動方法 

デスクトップ上の0をダブルク U ック^ [パソコンで見るマニュアル]タブをク U ック 
-►41 を。をク IJ ックします。 
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マニユアルで見るパソコンの使いかた 



ンを巧えばよいか知りたい 


r おたすけナビ J 




f 责 

な双 


画 
图圓画 


0 

- か hi た urn 

公 a a 巧'お 立^© 

郎；觀所 r 觀挽饰*可がな^ 


著堪 


「おたすけナビ」には、お使いのパソコンに搭載されている 
アプ IJ ケーシヨ ンの中から、目的のアプ U ケーシヨ ンをすば 
やく探し出し、直接起動することびでさます。やりたいこと 
はわかっているけれど、どのアプ U ケーシヨンを使えばよい 
かわからないときに便利な機能です。 

■起動方法 

デスクトップ上の0をダブルク U ックします。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[おたすけナビ]をク U ツクして 
起動することわでさます。 


(表 7 J \ 例） 


Windows Vista の使いかたを知りたい 


r 動画でぎぶ Windows VistaJ 


Windows Vista の基本的な使いかたを、ぱらちゃんび動画 
で紹介します。 

■起動方法 

デスクトップ上のをダブルク U ック^ [学習]タブを 
ク IJ ックを§1をク IJ ックします。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一 
[動画で学ぶ Windows Vista ] をク U ックして起動することわできます。 


硬で学ぶ Windows Vi が。 


百 






(表 7 J \ 例） 


文書/メール/表やグラフを作0たい 


j ：^ r 動画でぎぶ Office Personal 2007 J 


文書作成ソフト「日 ff ice Word 2日日7」、表計算ソフト 
「Office Excel 2日日7」、メールソフト 「Office 日 utlook 
2日日7」を、ぱらちゃんび動画で紹介します。 

■起動方法 


デスクトップ上のをダブルク|_>ック^ [学習]タブを 
ク U ック-をク U ックします。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一 

[動画で学ぶ Office Personal 2007] をク U ックして起動することもできます。 


で学ぶ5!!!^号 Pers 如が200^ 



(表示例） 
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マニユア )レで見るパソコンの使いかた 



ンのための資料を作りたい 


r 動画でぎぶ 

Microsoft Office PowerPoint 2007 J 


プレゼンテーション作成ソフト 「Microsoft Office 
PowerPoint 2日日7」を、ぱらちゃんび動画で紹介します。 

■起動方法 '义 

[学習]タブを 


デスクトップ上の登!をダブルク U ック 

ク U ジクー： I : をク U ック L ます。 

[スタート]ボタン（<^)一 [すべてのプ□グラム]一 
[動画で学ぶ Microsoft Office PowerPoint 2日日 7] を 
ク U ックして起動することわでさます。 



YouT ube をほいこなしたい 


r 動画でぎぶ YouTubeJ 

動画配信サイト 「 YouTube 」 を楽しく使う方法を、ぱら 
ちゃんび動画で紹介します。 

■起動方法 

デスクトップ上のをダブルク U ック^ [学習]タブを 

必 


ク IJ ック- 


夕辭患‘ 


をク U ツクします。 


[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一 
[動画で学ぶ YouTube ] をク U ックして起動することわでさます。 




インターネット上には、 「 YouTube 」 などの Web サイトに見せかけてアカウント情報を盗み出し 
たり、ウイルスに感染させたりする悪質な偽 Web サイトび存在します。動画の再生ボタンに見せ 
かけたボタンなどをク U ックするとウイルスに感染してしまったり、動画を再生するのに必要な 
ソフトウェアだと偽って、ウイルスをインス!-ールさせようとしたりといった例びあります。 
インターネットをご利用の際は、 

-表示しているサイトの URL をよく確認する 
-よく表示するサイトは「お気に入り」に URL を登録する 

-迷惑メールや身に覚えのないメールに記載された URL や U ンクはク U ックしない 
-少しでもおかしいと感じたら I □やパスワードを入力しない 
-ウイルス対策ソフトウェアを常に有効にする 
など、十分注意するようにしてください。 
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■ 頁い音えのお客巧へ 


前のパソコンで使っていたデータを移行ずる便利なソフト 
ビ」について説明しまず。 


1前のパソコンのデータを移行ずる 
— PC 引越ナビー . 


「 PC 引越ナ 
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パソコンを買い替えたとさは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を]つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 



■ 前のパソコンの動作環境を確認ずる 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

• システム *1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2日日日 / Windows XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*] マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explorer 」 のバージヨンび「目 SP 1」 じ(上であることを確認してください。それじ(外のバージヨンの 
場合は、 「6 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE ... Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows Me -•- Microsoft ® Windows ® Millennium Edition 日 peratin 呂 system 日本語版 
Windows 2000 ... Micr 日 soft ® Windows ® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home...Micr 日 s 日 ft ® Wind 日 ws ® XP Home Edition operatin 呂 system 日本言吾版 
Windows XP Professinal --- Microsoft ® Windows ® XP Professional operatin 呂 system 日本言吾版 

前のパソコンの動作環境について - 

•あらかじめ、「付録 !!-■■「 PC 弓鹏ナビ」について」を確認してください。 

■使用できるメディアや環境を確認ずる 

設定•データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
♦ネットワーク ( LAN ) を使用する 
♦ク□スケーブル ( LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかから、移行する設 
定.データの容量に適した方法を選んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアは次のとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW ♦ DVD+R 

• DVD+RW • DVD-RAM ♦US 巳フラッシュメ fU 


前のパソコンのデータを巧巧する 

- PC 弓腿ナビー 


2 



買い替えのお客様へ 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


「 PC 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、次のものです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フオルダの設定 
- cookie 

• RSS フイールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

• ホームぺージ（スタートぺージ）の設定 
-□-カルエ U アネットワーク ( LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

初期状態で登録されているメインユーヴの次のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、デイレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

*「 Micros 日 ft 日山; look 」 は日 ffice 搭載モデルにのみ付属およびインス!ルされています。日 ffice び搭載 
されていないモデルの場合、じ(前にご使用されていたパソコンに保存されている 「Microsoft Outlook 」 
のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 「 Microsoft 日 utl 日日 k 」 を 
本製品にインス I -ールする必要びあります。 

-個人用フオルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3. IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルールの utlook 2 日日7では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vistam 外では[マイドキュメント])フオルダに保巧されて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したとさのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したとさのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行でさます。 

• 任意のフオルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフオルダ単位で行います。 


本製品で使用でさるメディアについては、『いろいろな機能を使おう』で確認してください。 
前のパソコンでどのメディアび使用でさるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フオーマットび必要なメディアは、あらかじめフオー 
マットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 移行でをる設定とデータ 



買い替えのお客様へ 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


^^:^ 


移行できる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の簡細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面で確認し 
て < ださい。 

[ PC 弓鹏ナビ機能選択]画面で [ PC 引越ナビを初めて 
使う方は、こちらを選択してください。]をク U ックする 
と、2ページ目に表示されます。 

知りたい項目のアイコンをク U ックしてください。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 「 PC 弓鹏ナビ」について」を確認してください。 



買い替えのお客様へ 














































I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 




r こん包ファイル」を開こんずる 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開さ、コピー 
します。 


本製品 


■ 



USB メモリ 


r こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行ち法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行するデータの容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 


0 


前のパソコン 


コピー 



USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イル」）にまとめます。 



前のパソコン 


USB メモ U 




夕乍成 


r こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フオルダに コピーして ください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 




コピー 


USB メモリ 


移行方法を；夫める 

いくつかある移行方法のなかから、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を選択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモリ 




ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは次のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、おくに設置して行ラとよいでしよう。 


買い替えのお客様へ 











前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ-_ 

■ 起動方法_ 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックずる 

「PC 引越ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [PC 引越ナビ]をク U ック 
して起動することわでさます。 

画面下の？をクリックし、ミ主意制限事項を確認ずる 


本巧 S に田ちされる方のみ、 rpc 引巧ナビ J 巧ご利用ください。 


この男約は、おきおと東ち巧茹视器が巧をれ (UTPr 巧な J とけ、ます)との聞のソフトウェアのほ吊 i 牛註契巧下 r 本契約 J としいま。です。 r 

稱化が巧供する本ソフトウェア製品似下「本リフトウェア J といし、ます)Iこつし、て、お客请び本リフトな L アぞごほ用こなる前こ'必ず本契巧きをお読みください。 

お客樓ぴ本ソフトウェアをごほ用こなられた巧さは、そのほ用をもって、お客樣は本契約こ同まされたものとみなし、掉なとわ客读の聞で本契巧げ巧立したも 
のとさせてぃただきます。 

第1をほ巧の i 午巧 

1•巧化はお客滿こ巧し、本裂約こきヴき、日本国内!こおいて本ソフトウェアをお客様のバソコンでほ用する I 關よ的な宿利を許諾します。 

2. おぎ滿ま、パックアッブのため I こ本、ソフトウェアを1备脱けコビーすることができます。 

もし、それ W ホで本ソフトウェアぞゴーする巧さは、解 i の事前の許可かぶ要となります。 

第续苦巧柏單 

1•本ソフトな L アに巧するき巧宿ミな的財を巧その他の巧利は、稱化こ帰房します。 

2. おき楠ま、本ンフトウェア1こ添巧された巧なの吾巧柜まの齿が表示別1盼：对まは;'!4|〇なし电のとします。 

1. 巧なは、おぎ境び解 i のちめた所定の手)曲こきづいて本ソフトウェア窗ミ巧した巧合のみ、本ソフトウェアび解：!:のちめた化滿こなって碟おすること对呆 
なします。 

ほし、お客樣の J 、’ソコンび冉化の定めたすべレーティングシステムを巧用し、かつ正当にほ用された巧巧下にあることをを件とします。 

2. 巧巧の巧君こかり、わらず、巧れは、本ソフトウェアびおさおの特定の目的のために巧当であること、をしくはち用であること、または本 V フトウェアに昭疵び 
なし1ことを備正するもので I さありません。 

3. 巧化は、本ソフトウ1アのほ用によって化のアブリケーンヨンまたはデー巧こをじたほきその他の括まについては、き巧を負いません。 


1•わさ巧は言リフトウ xTI こついてリバ—ス-エンジニのンヴ、逆コンバイル、逆アたンブルまたは悔正、朋强ぞ巧うことはできません。 

i:! 壽糧信:ミ養ミ gi 寡含苗占た^署^之辜 UL を三^香お皆盖；11 直違 :。脱またI捕ま删ま萃ぞ巧ぅことIまできません。 

1. 本ソフトな t アIこ巧する巧化の f 結[は、第3期こちめるな罰に限られる伽とします。 

2. 巧化は、しの、なる巧さにおし1ても、本ソフトウェアの巧用またIま巧麻村邮ら生ずる聞巧め横害、特則の措吾またIま派生的巧ま(事美利なの巧失、事美の， 

巧意しない 同意ずる 

?1 化〜 キャンセル 

「PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「PC 引越ナビ」の注意制限事項をお読み<ださい。 

目次で[注意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 

[同意ずる]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

使用許諾契約に同意しないと、 「PC 引越ナビ」を使用することはでさません。 


本巧 S に田ちされるちのみ、 rpc 引なナビ J 巧ご利用ください， 


この契約さ、お客徐とまを店娜お奋が巧ちな(む下「稱れ J としん、ます)との巧のソフト。ェアの使楠午琵装巧下 r 本装如としん、ます)です。 

冉なか提供する本ソフトウェア製品化 TFr 本リフトウェア J といし、ます) I こついて、お客樣か本リフト0ェアをごほ用こなる前こぶずホ契約きをお読みください。 
お客读ぴ本ソフトウェアをご巧巧になられた巧さは、その便用をもって、お客樵ま本契約こ同意されたものとみなし、巧なとお客樣の聞で本契お]びぶ立したを 
のとさせてぃただをます。 

美巧用のな巧 

1•巧化はお客滿こ巧し、本裂約こきヴき、日本国内こおいて本ソフトウェアをお客様のバソコンでほ用する I 關よ的な宿串りを許諾します。 

2. おま满ま、パックアッブのために本リフトウェアを1巧だけコビーすることげできます。 

もし、それ W ホで本ソコトな L アぞゴーする巧さは、巧社の事前の許可かぶ要となります。 

美续ぎ巧宿等 

1•本リフトな L アに開するき巧宿ミか尚3を巧その他の巧利は、稱化こ帰属します。 

2. お客滿ま、本リフトウェアに添阿された巧なの苦な宿まの柏串り表示別 I 盼刘3は;'曲ぶし屯のとします。 

1. 巧浊ま、おぎ读び典なの定めた兩ちの手) 曲 こきづし口:本ソフトな L ア窗ミ巧した巧合のみ, ‘本ソフトウェアび巧社のミめた化滿こなっ 1 
なします。 

ほし、お客樣の J f ソコンび冉化の定めたすべレーティングシステムを巧用し、かつ正当にほ脱れた巧巧下にあることを勤牛とします。 

2. 巧巧の巧ちにかり、わらず、巧れは、本 V フトウェアびあさ樣の待まの目的のために巧当であること、もしくはち巧であること、または本ソ 
なし1ことを偏正するものではありません。 

3. 巧化は、本ソフトウェアのほ巧1こよって化のアづリケーンヨンまたはデータこちじたほまその他のおまについては、まほを目いません。 

ま媒お版事巧 

1. わさ巧は、本リフト。ェア!こついてリバース•エンジニア U ング、逆コンバイル、谨アたンブルまたは格正、巧ままを巧うことはできません • 

2. お客衛ま、巧敦のバソコソこ本ソフトウェアをインストールしてほ用することはできません 

3. わち滿ま、いかなる巧合 I こおいても、本リフトウェアの巧涅巧瓷三电 I こ巧してを巧、版巧、お巧または曲ま思牛津まを巧うことはできまゼ 

巧5をぉ壬の*做 I 

1 • 本ソフト 0 x 71 こ度!する并化のな註は、第：3みこ定める巧部ゴちられるをのとします C I 

2. 巧化は、いかなる巧含においても、本ソフトウェアの使用または使用不おからをずが占御 I 唐、特則の;旨きまたはがを的;目吾(事実幸 


こアぞおき横のバソコンでほ用する I 關よ的な宿を瞄キ諾します。 


ニア U ング、逆コン、‘イル、谨アたンブルまたは格正、巧ままを巧うことはできません • 

、卜ールしてほ用すること I まできません。 

'のな製を第云をじ巧してをな、版もお巧またはちほ巧！キ津まを巧うことはできません。 


:ずが占御 I 唐、特がの巧きまた I お！性的！目吾(事実利なの巧失、事実の 


注意事項び表示されます。内容を確認し、[日のボタンをク U ックしてください。 


引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 


買い替えのお客様へ 
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D 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


I 説明画面について 

■操作に困ったとさ 

[説明]ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
戻ります。 


説明のページ数と現在説明 


している位置を示します 


ク U ックすると前のページに 
戻ります。 


ク U ックすると次のページに 
進みます。 



買い替えのお客様へ 















































































■ インターネットを快宙に利用ずるために 

ーウイルスチェック/セキユリテイ対策一 


コンピュータウイルス（パソコンにトラブルを発生させるプ□グラム） 
やノいッカーやスパイウェアによる個人情報へのアクセスなど、イン 
ターネットを使っていると知5ない間にトラブルが襲いかかってくる 
おそれがありまず。 

この章では、本製品に添付されている、よりち全なインターネット使 
用をヴポートずるソフトについて説明しまず。 


1インターネットとメールを使うには . 56 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

—ウイルス • インターネットセキュリティー ....... 62 

3ウイルスバスターによるウイルス対策 . 64 

4有害ヴイトの閲覧（アクセス）を制限する . 68 










■ ブラウザソフトを用意ずる 

標準装備の 「Microsoft Internet Explorer 」 でホームぺージの閲覧びできます。 

■ケーブルを用意する 

使用する LAN ケーブルは本製品には付属していません。市販の LAN ケーブルを購入してくださ 
い。 

■メールソフトを用意する 

標準装備の 「Windows メール」でメールのやり取りびでさます。 

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピュータウイルスに感染する場合びあり 
ます。コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータび破壊され、パソコンび 
使用でさなくなることびありますので、インターネット接続やメールのやり取りをする前に、 
ウイルスチェックソフトの設定をしてください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章0ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

后 t メモ _ 

•本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、日付と時刻び合っていることを 
必ず確認してください。曰付と時刻び合っていないと、アプ U ケーシヨンの設定後から適用される使 
用期限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

日付と時刻の設定 『 Windows ヘルプとヴポート』 



インターネツトとゾール巧巧3には 


ホームページの閲覧やメールのやり取りをするには、ケーブルの接続や設定び必要です。 

■準備 _ 

■プ□バイダに加入する 

プ□バイダとはインターネット接続の窓□となる会社のことです。会社によって使用料金や 
サービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 
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インターネットとメールの設定をする 

インターネット接続の設定をするとさは、プ□バイダとの契約時に送られてさた説明書 
などを用意してください。 

メールのやり取りをする場合は、メールソフトの設定も必要です 。 「Windows メール」 
(外のメールソフトを使用する場合は、メールソフトの説明書やヘルプを確認してくだ 



インターネット接続の設定《パソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》 
Windows メールの設定《パソコンで見るマニュアル（検索）：メールを使ってみよう》 


~T 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線機器やブ□ー ドバンドルータなどを LAN ケーブ 
ルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (] 日日日巳 ASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX ). Ethernet ( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます D Gigabit Ethernets Fast Ethernets 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 


パソコンにケーブルを接続する 

インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。 

ケーブルのわう一方の接続先は、プ□バイダとの契約時に送られてさた説明書などを確 
認してください。 


インターネットとメールを使うには 


使用ずるまでの 


インタ—ネットを 陕 適に利用するために— ウィルスチ王ック/セ夺ユリティ対策— 


57 








I ■インターネットとメールを使うには 


LAN ケーブルを接続する 


pBt 

•あらかじ(!5 


LAN ケーブルの使用にあたって = 

あらかじめ、「付録 D -^ ■有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください D また、はずすとさは、プラ 
グの□ック部を押しなびらはずしてください。ケーブル 



u パソコン本体に接続されているずべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続先のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称や(降の設定はプ□バイダによつて異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダにお問い合わせください。 


p インタ—ネットを快適に利用—ために— ウィルスチ王ック/セキュリティ対策’が 




















I ■インターネットとメールを使うには 


•「Windows メール」を初めて起動したときや、インターネット接続の設定び完了していない場合は、 
設定画面び表示されます。《パソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》を確認し、 
設定を行ってください。 


Windows メールの設ち 


[スタート]ボタン（恒 I) 一 [ずべてのプ□グラム] 一 [Windows 
メール]をクリックずる 

「Windows メール」び起動し、設定画面び表示されます。 

■ 確認画面が表示された場合 

• 「通常使用するメールクライアントとして選択しますか？」という画面び表示され 
た場合は、[はい]ボタンをク U ックしてください。 

メールを届けるときの名前を入力し①、[次へ]ボタンをクリックずる ③ 

「表示名」は、メールび相手に届いたとさに表示される名前です。 



-① 


■⑤ 


2 


メールの設定をする 


メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

ここでは、 Windows 標準のメールソフト 「Windows メール」での設定を説明します。プ□バ 
イダから送られてさた説明書を手元に置さ、操作を進めてください。 

メールの送受信を行ラ前にウイルスチェックソフトをインストールすることをおすすめします。 
ウイルスチェックソフトについて「本章且ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

^ メモ_ 
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I ■インターネットとメールを使うには 


電子メールアドレスを入力し①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

プ□バイダから発行された自分の電子メールアドレスを入力してください。 



-① 


② 


メールサーバ名を入力し①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

メールサーバ名はプ□バイダから送られてきた説明書に記載されています。 



.① 


■② 
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I ■インターネットとメールを使うには 


メールのユーザ名とパスワードを入力し①、[次へ]ボタンをクリック 
ずる③ 

ユーヴ名は「メールアカウント名」 「 P 日 P アカウント名」「メール□グイン名」「ユー 
ヴ名」など、プ□バイダによって用語び異なります。プ□バイダから送られてさた説 
明書に記載されています。 



-① 


■⑤ 


[完了]ボタンをクリックずる 

電子メールをあとでダウン□ードしたい場合は、[今は電子メールをダウン□ー ドし 
ない]をチェックしてから[完了]ボタンをク U ックしてください。 


設定完了 

它ットアップを完了するのに必要なち巧がすべて入力されました. 

これらの設定を巧巧して竜子メづぶダウンロードずるには、院了]をクリックしてください. 
に11%はち子メ ーJ レをダウン □— ドしなレ M 


【 L き了旧 ]|キぶかレ ] 


設定び完了しました。 


ぶすメモ 


•「Windows メール」を使用したメールの送受信について、詳しくは《パソコンで見るマニュアル（検 
索）：メールの送受信と表示》で紹介しています。 
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^ \〇役立つ操作集- X 

Windows セキュリティセンターについて 

「 Windows セキュ U ティセンター」は、セキュ U ティの設定をしたり、 Windows ファイアウオール、 
自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコンのセキュ U ティを向 
上させるお手伝いをします。 

セキュ U ティセンターはパソコンび危険にさらされている場合、 
通知領域に@アイコンなどで警告します。 

詳しい操作方法は《パソコンで見るマニュアル（検索）： 

セキュ U ティの状態を確認するには》を確認してください。 

V _ J 


ンピュータウイルスみ 1策 


コンピュータウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコン 
内部に入り込んでしまうことびあります。 

コンピュータウイルスに感染すると、次のようなことびおこる可能性びあります。 

•パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用でさなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピュータウイルスの感染や不正アクセスからパソコンを保護するため、インターネットへ 
の接続やメールの送受信をする前に、ウイルスチェックソフトをインス!-ールして、普段から 
定期的にコンピュータウイルスの検出を行うようにしてください。 

本製品には、次のウイルスチェックソフトび用意されています。 

• ウイルス バスター 

ウイルスの発見や駆除はもちろん、個人情報保護やネットワークセキュ U ティ対策びでさる 
アプ IJ ケー シヨンです。 初/こ\者のかたにも使いやすく なって います。 

「本章0ウイルスバスターによるウイルス巧策」 




ウイルス感染や不正アクセスを巧ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス*インターネットセキュ U テイ用のアプ U ケーシヨンを紹介 
し On 9 〇 





使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 □ Efl ウイルスチェック•セキュ U ティ対策について」を確認してくだ 
さい。 


2 
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Q ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには-ウイルス-インターネットセキュリティ- 


I 市販のウイルスチェック/セキュリティ巧策ソフトを使用ずる場を 

市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを使用する場合は、本製品に用意されてい 
るウイルスチェックソフトをパソコンからアンインストール销 U 除）してから、市販のウイル 
スチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインストールしてください。 

アンインス!-ールは、「コント□ールパネル」の「プ□グラムのアンインス!-ール」で行います。 
アンインス!-ール方法《パソコンで見るマニュアル（検索）：アプリケーションの削除》 


2 


インターネツトをより安をに楽しむために 


インターネットを利用すると、パソコン画面上でいろいろな情報を見ることびでさ、大変便利 
です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手でさるとは限りません。また、情報を 
入手するだけでなく、知らない間にこちらのパソコンの情報を引さ出されてしまラことわあり 
よ9 〇 

「よくない情報」の例として代表的なものは、「コンピュータウイルス」びあります。こちらは 
ウイルスチェックソフトで予防することびでさます。特に気をつけたいものは、インターネッ 
卜を通じて、こちらのパソコンの情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など）を 
第兰者に流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーヴに悪影響を与えるおそれのある「有害 
サイト」です。 

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト閲覧制限ソフトを上手に使つ 
て、快適にインターネットを楽しみましよう。 


ぶすメモ 


I 本製品にはユーヴの年齢やホームぺ- 
ター己0」び用意されています。 

「本章0有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する」 


-ジのカテゴ U によって表示するサイトを制限でさる 「 i - フィル 



ン 

夕 

I 

ネ 

ツ 

卜 

を 

快 

適 

に 

利 

用 

す 

る 

た 

め 

ir 


I ウィルスチェック/セ夺ユリティ対策— 3 

6 













アップデート機能を利用するには、アップデート機能を有効にしてくださし、有効にするには、 
メールアドレスの入力び必要です。 


通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（齿）をダブルクリックずる 

[ウイルスバスター]アイコンび通知領域に表示されていない場合は、[スタート]ボ 
タン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター2日日 9] 一 [ウイルス 
バスター2日日9を起動]をク U ックしてください。 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[現在の状況]タブで、「ウイルスバ 
スタ-」のセキュ U ティ状況び確認 

アップデート機能を利巧でさません ： 夕^づ=~^ 

I [ f ^ . LA A イリ，つ K つ々一:? OOQ 巧ち巧!! r 【，了.房ちで,保塞巧がホスまし了 I ' 一- GTn J 〇 


0現をのがな 

なウイルス 
ち^ ィゥェァ巧ま 

t ) C- ソナル 

ファイアクオ ーJ レ 

尚有害サ仆/ 

W 觸メ-ル巧策 

约契巧更新そ® fS 


契巧ま巧： 

前回のアダブデート： 


の ち巧（推異巧をザすべてち巧） 

み アップテート俄おを巧巧できません 
〇 アジブデートされていません 
ft 実ちすれていません 
巧 房げのわすュ IJ ティしポート 


[お委閱培]で、ウイ>/レスやスバ 
イウェアの巧実を培レます. 


[アップデ-卜閱错Iで、居おバタ 
ーンフアイ VL ぶダクン□ー ドを閱 
培レます， 


(表示例） 



3 


I ウイルスチェックの方ま 


mm 最新の対策法を手に入れる 

コンピュータウイルスは、次々と新しいものび出現します。ウイルスチェックは、パターン 
ファイルに基づいて行いますので、最新のコンピュータウイルスに対応したパターンファイル 
を入手する必要びあります。「ウイルスバスター」ではアップデート機能を使ってパターンを要 
新でさます。 

「ウイルスバスター」の無料更新サービスを使用するには、インターネットに接続してお申し込 
みを行っていただく必要びあります。 

あらかじめインターネットに接続する設定を行ってから操作を始めてください。 

インターネットの接続について 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》 

I アップデート機能を有効にずる 


「ウイルスバスター」は、個人情報保護、コンピュータウイルスの発見、駆除、ネットワークセ 
キュ U テイ対策びできるアプ U ケーシヨンです。 


用するために—ウイルスチェック/セ丰ユリテイ対策— 


64 









B ウイルスバスターによるウイルス巧策 


通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（度）をダブルクリックずる 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[現在の況]タブで[アップデート開始]ボタンをクリックずる 


♦ ^ 保護されています 

1?^®^ ~ _. ___ 、 r*i w / ii -7 I r マ >» —つ nnni — 卜*^ ア占なホ w ア i 、でマ r * i _^ りつ fc & •巧 

の 


； L » C ィゥェァ滿 J 
パーソカレ 

ファイアウオ ーJ レ : 


@ゥィルぶ 

t 

材確サ仆/ 

ち^迷惑メール対策 

な舆巧就/そか fi 
[-その他のツール ■ 


を実行レて、ウイ J レスやその 
白货^巧巧但) 4 


ち巧を巧索してください. 


巧 20XX け)(/’ XX に用旧が切むます 


^^« 116 の誠なな： の 良好（巧絕 8 おがすべてち巧) 

オシライシユーザ豆塚/ 

契巧ま巧： 

前回のアップデート： O20XX / XX/XX 

南回の# ft 実行古れていません 
セキユリテイレポート： A 民诉のゎホュリティレポート 


1— —巧索巧始间 一]01【〔ーァッブデ-卜巧始叫 


[みを閱巧]で、クイ J レスやスバ 
イウェアの巧索をおをします. 


L アツフテー!''巧拾 j で、馬# r バタ 
ーシフアイ JKO タクン□-ドを巧 
培しまず. 


(表示例） 


アップデート機能を有効にしていない場合は、[ウイルスバスター]画面の[現在の 
状況]タブで、「アップデート機能を利用でさません」と表示されます。[アップデー 
卜機能を利用でさません]の[有効にする]ボタンをク U ックしてください。 

アップデート機能を有効にするための画面び表示されます。[ご使用前に必ずお読み 
ください]と[個人情報の取り扱いについて]の内容を確認し、メールアドレスを入 
力して、[ウイルスバスターを有効にする]ボタンをク U ックしてください。 

降は、表示される画面の指示に従って操作してください。 


アップデート機能を実行ずる 
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が 


































B ウイルスバスターによるウイルス巧策 



(表示例） 


B 


検索を開始します。 

ウイルスのチェックび終わると、結果画面び表示されます。 

ウイルスび発見された場合、初期設定ではウイルスやファイルの種類によって適切な 
処理び実行されるように設定されています。特別な理由びない限り設定を変更しない 
で使用することをおすすめします。 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 

[閉じる]ボタンをクリックずる 


ウイルスをチェックする 



ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視する U ア 
ルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索わありますび、ここでは手動での検索を説 
明します。 

B 通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（齿）をダブルクリックずる 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[現在の状況]タブで[検索開始]ボタンをクリックずる 
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B ウイルスバスターによるウイルス巧策 


2 


ウイルス巧策なかの機能 


「ウイルスバスター」には、コンピュータウイルスを検出/除去する総合ウイルス対策機能のほ 
かに次の機能びあります。 

•フィッシング詐欺への対策をする 
•スパイウエアを検出して処理する 
• 個人情報の漏えいを防止する 

•不正アクセスを防止する（パーソナルファイアウオール） 

♦ 迷惑メールや詐欺メールを判定して処理する 
• ネットワークへの不正侵入を監視する 
•ネットワーク上の複数台の「ウイルスバスター」を管理する 
• 有害サイトへのアクセスを制限する 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 

I ヘルプの起動 


[ウイルスバスター]画面で[ヘルプとサポート]をクリックずる 

[ヘルプとサポート]画面び表示されます。 

表示された画面で[ヘルプ]をクリックずる 


m 


バージョン倍巧 

こで質品でパージョンま号など 

をち語.てぎます。 


を^^! 

m 

% 


万志でを作方まについて詩 
細な' 旨驾を坛したへルプをを 
動します， 

サボート巧巧 

困ったときはこちらをこ巧語く 
ださい， 


よくある巧 L 1合わせ（20觀なXなX史巧） 

1 

ウイんスパスク'-2009が品彻巧 

2 

が t 目の J くソつン I こインストールする I コゴ？ 

3 

シリアんホちホ巧詔するち法は？ 

4 

アイコンのおげ時々ずるのだけド？ 


nQ&A 

I ウイルスバス々ーサボート'店甜 I 


セキュ IJ テイ巧巧 
待ミのウイルスが及ばすを里ホ 
ウイ J しスを英を旧止する万まを 
巧語できます， 


メール I を4巧ち！巧い合わ廿受けや！ 

一.||,'-巧孔たでか；， 

チヤットならその#ですばやく巧巧： 

す中'','卜で巧し1ちわサる 


k 開じる拉 jj 


(表例） 

[すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター2日日 9] 


[スタート]ボタン (©) 

-[ウイルスバスター2日日9ヘルスを順にク U ックしても表示されます。 


ウイルス y V スターのお PS いをわせ巧 


* 2日日8年12月現在の内容です。 

ウイルス バスターサービスセンター 

受付時間 ： 9:3日〜17:3日 

TEL : 0570-008326 

03-5334-1035 ( IP 電話-光電話からのお問い合わせ） 

ホームぺージ: http :// tmqa . jp / toshiba / 
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インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびでさます。パソ 
コン画面上でニュースを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたわでさますび、 
なかには有害なホームページわあります。 

「本節 n 青少年びおられる家庭の皆様へ〜重要なお知らせとお願い」をお読みになり、有害 
なホームページへのアクセスを遮断する 「 i - フィルター日.□」を使用することをおすすめします。 

■■ 青少年びお5れる家庭の皆様へ〜重要なお知5せとお願い ■ 

インターネットの発展によって、世界中の人と容易にメールのやりとりをしたり、個人や企業び 
開設しているインターネット上のサイトを活用したりすることによって、必要なとさに必要とす 
る情報を瞬時に検索することび可能となっています。しかしなびら、インターネットには違法情 
報や有害情報といラ負の側面びあります。特に青少年にとって、下記のよラなインターネット上 
のサイトは、情報入手の容易化や機会遭遇の増大などによって、青少年の健全な発育を阻害し、 
犯罪や財産権侵害、人権侵害などの社会問題の発生を助長していると見られています。 

• アダルトサイト（ポルノ画像や風俗情報） 

• 出会い系サイト 
• 暴力残虐画像を集めたサイト 
• 他人の悪□や誘謗中傷を載せたサイト 
♦ 犯罪を助長するよラなサイト 
• 毒物や麻薬情報を載せたサイト 

アダルトサイトび青少年にとっていかに有害であっても、他人のサイトの公開を止めさせるこ 
とはでさません。情報を発信する人の表現の自由を奪ラことになるからです。また、日本では 
非合法であっても、海外に存在しその国では合法のサイトわあり、それらの公開を止めさせる 


有害なインターネット上のサイトを青少年に見せないよラにするための技術び、「フィルタ U ン 
グ」といわれるわのです。フィルタ U ングは、情報発信者の表現の自由を尊重しつつ、情報受 
信者の側で閲覧の制御を行ラ技術的手段で、 ] 日□%万全ではありませんび、多くの有害な情報 
へのアクセスを自動的に制限することびでさる有効な手段です。特に青少年びおられるご家庭 
では、ご自宅のパソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアを購入しインストールする 
か、インターネット事業者のフィルタ U ング-サービスの利用をご検討されることをおすすめ 
し cK 9 〇 

「フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業者によって、「有害サイトブ□ック」 
「 Web フィルタ」「インターネット利用管理」などと表現される場合わあり、それぞれ、機能、 
利用条件び異なっています。ソフトウェア提供会社あるいは、お客様び契約されているイン 
ターネット事業者に、事前にご確認されることをおすすめします。 



4 


S 辭ミトの巧芭ヴクセス)巧 
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D 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する 


「 i - フィルター己□」の使いかたについては、（パソコンで見るマニュアル（検索）：有害サイト 
の遮断）をご確認ください。 


参老資料 

• 社団法人電子情報技術産業協会のユーヴ向け啓発資料 
「パソコン-サポートとつさあう方法」 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / report / pcsupport / inclex.htnnl 


フイ ルター5.0 

本製品には、フィルタ U ング機能をわつアプ U ケーシヨンとして 「 i - フィルター己□」び用意さ 
れています。 「 i - フィルター日.□」は、ユーヴの年齢やホームページのカテゴ U によってアクセ 
スを制限し、有害なホームページは表示しないよラに設定することびでさます。 



使用期限について 


あらかじめ、「付録 □ Efl 「 i - フイルター己0」について」を確認してください。 
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大切なデータを失わないために 

—バックアップ— 


この章では、バックアップ全般についてと Windows メールのバック 
アップ方法、 CD / DVD にコピーをとる方法を紹介していまず。パソ 
コンが故障したり、誤ってファイルなどを削除したときに、バック 
アップをとっていないと、な< したデータを復旧ずることはでをませ 
ん。万一のために必ずバックアップをとりましよう。 


1バックアップをとる . 72 

2データのバックアップをとる . 76 

3リカバリディスクを作る . 91 










パックアップをとる 


保存したファイルやフオルダを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによって 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを CD - R 、 CD - RW など、八ードディスクドライ 
ブじ(外の記憶メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 


巨-夕 I 



大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

本製品に添付されている 「 T 日 SH 旧 A Disc Creator 」 を使って、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD-R DL (Dual Layer DVD - R )、 DVD + RW 、 DVD + R 、 

DVD+RDL ( DVD+R Double Layer )、 CD - RW 、 CD - R にバックアップをとることびでき 
ます 0 




バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、「付録 11-^ ■バックアップについて」を確認してください。 


お立つ操作集 


Windows のノ くックアップ機能 

Windows Vista のノくックアップ機能を使つてバックアッ 
プをとることちでさます。 

[スタート]ボタン （®) 一 [コント□ールパネル]を 
ク U ックして、表示された画面で[ぷバックアップの作 
成]をク U ックしてください。 

詳細について 『Windows ヘルプとヴポ ー ト』 


留〇，み"_ 



けアジプとな元たンタ- 


’1 句 I が 


パックアジプを巧巧して、ファイ J レを巧ましてください 
ファイ J レのバックアップを化ぶします 

ファィルとフが1<4^バックァップを化巧します. 37イ JUO パ‘ッ り寺'、 プ脚 ] 


'心フ7ィ J ぶな元します 
I ルツクアダプからファイルやフオをを元します. 


1ファイ 


司 


Windows Iづた3た SS を元にちしたりします • 
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I ■バックアップをとる 


I バックアップが要なデータ _ 

バックアップをとることを推奨するデータには、次のようなものびあります。 

• U カバ U (再セットアップ）ツール 

♦自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 
•メールのアドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

メール、アドレス帳、[お気に入り]のバックアップ方法については、《パソコンで見るマニュ 
アル》の[便利な使いかた]で説明しています。 

■ MS - IME で登録した単語について 

日本語入カシステム MS - IME の「単語の登録」で登録したユーヴー辞書データをバックアップ 
することびでさます。 

詳しくは 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① IME ツールバーの[ヘルスボタン (#) をク U ックし、表示されたメニューから 
[ Microsoft ® Office IME 2007] または [ Microsoft ( R ) IME ] 一 [目次とキーワー问 
をク U ックする 


■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダから送られてきた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設定 
に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。 


• ユーヴ ID 

•電子メールアドレス 
•プライマ UDNS サーバ 
• インターネッ ト メール サーバ 
• アクセスポイントの電話番号 


•パスワード 
• メール パスワード 
♦セカンダ UDNS サーバ 
•ニ ュー スサーバ 






I ■バックアップをとる 


ファイルやフオルタのバックアップをとる 


ファイルやフォルダのバックアップをとる前に保存場所を確認してください。 

I ファイルやフォルダの保巧場所 _ 

ファイルやフォルダは次の場所に保をされています。 

これらのファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコピーするこ 
とびでさます。外部記憶メディアにバックアップのデータを書さ込む場合は、「本章 H デー 
夕のバックアップをとる」を確認してください。 


自分で作成したファイルや 
フオルダ 

保を時に指定した場所に保存されます。わかりやすい場所に保 
存してください。保存先を忘れた場合は、[スタート]ボタン 
(@)をク IJ ックし、[検索の開始]で探すことびでさます。 

[ドキュメント] 

[コンピュータ]-八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 
内の各ユーヴ名のフォルダに保をされています。 

[お気に入り] 

[デスクトップ] 


^ファイルの検索《パソコンで見るマニュアル（検索）：ファイル/フオルダの検索》 


複数の ユー ヴで使っている場合は、それぞれの ユー ヴ名で□グオンし、データのバックアップ 
をとってください D 

外部記憶メディアに保存したデータのバックアップをとる場合は、いったん八ードディスクド 
ライブに保存してから、バックアップ用の外部記憶メディアにコピーすることをおすすめしま 
す。 

■バックアップのデータを利用ずる 

バックアップをとった[ドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]を利用するち法を説 
明します。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をク U ックする 
③八ードディスクドライブ（じ）をダブルク U ックする 

③ [ユーヴー]フオルダをダブルク U ックする 

④ バックアップした データを 利用する ユー ヴのフオルダをダブルク IJ ックする 
⑥バックアップをとった外部記憶メディアをセットする 

⑥手順⑥でセットした外部記憶メディア内に保存されている[ドキュメント]、[お気に入り]、 
[デスクトップ]フオルダを、ユーヴのフオルダ内にコピーする 
メッセージび表示されたら、確認してボタンをク U ックしてください。 

それぞれのフオルダび上書さされます。 
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I ■バックアップをとる 


I おずずめずるパックアップ方法 _ 

次の2ステップでバックアップをとることをおすすめします。 

■データはシステムとは別の八ードディスクドライブに保存ずる 

八ードディスクドライブは]台内蔵され、八ードディスクドライブ（じ）と八ードディスクド 
ライブ ( D :) に分かれています。 

システムは八ードディスクドライブ（じ）にセットアップされています。 

システムに不具合び起さたとさ、 「 U カバ U 」 という作業を行ラと、八ードディスクドライブ 
(じ）のシステムび復元されます。ただし、八ードディスクドライブ（じ）に保をされていた 
データわ同時に消去されるため、作成したファイルやフォルダは、八ードディスクドライブ 
(じ）じ(外に保をすることをおすすめします。 

本製品に用意されている U カバ U ツールの[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択 
して U カバ U を行うと、八ードディスクドライブ（じ）じ(外に保をされているデータは、 U 力 
バ U を行っても保持されます。 


(じ） 


(じ)じ(外 


リカバリ前 


システム 


国 


固 




リカバリ 


U.MVJ 


後 


システム 






消去 


今 


固 


リカバリ r 己章買ったときの状態に戻すには」 

过メモ _ 


データの保存先は[名前を付けて保を]画面の左側で指定します。 


ぶ名前をがけて巧存 

〇◎， 限 > dynabook- ► ビクチで 


* み I I なち 


お気に入りリンク 
もピクチで 
:.パブリック 


^る前， 




巧愚威示し] 
■ デスクトツ： 
コンピユータ 
E ドキュメント 


，た毎巧 



ファイル名触:|| 

▼1 

フア -OUD 桂ま任)： |PNG (•.png) 


A フォの巧赫 

1巧な樹 J L キャンむレ1 


画面の下半分び表示されていない場合は、[フォ 
ルダの参照]をク U ックしてください。 


■定期的にバックアップをとる 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保存されているデータも、 

八ードディスクドライブの故障などの原因で、使えなくなってしまラことびあります。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータも、定 
期的に外部記憶メディアにバックアップをとってください。 


















































バックアップ用に使用でさる外部記憶メディアは次のようなものびあります。 

• 記録用の CD/DVD メディア 
• SD メ fU カードなどの外部記憶メディア 

お使いの f デルによって、使用でさる外部記憶メディアび異なります。 

また、ファイルやフォルダの容量によって、使用する外部記憶メディアを選び、あらかじめ用 
意してください。 

使用できる外部記憶メディア『いろいろな機能を使おラ1章パソコンの基本操作を覚えよラ』 


SD メ fU 力ード、メモ U - スティック、 US 巳フラッシュメモ U 、 DVD - RAM などはフォルダ 
やファイルをコピーすることびでさます。 

外部記憶メディアをセットずる 

外部記憶メディアのセット 

『いろいろな機能を使おラ1章パソコンの基本操作を覚えよラ』 

データが保存してあるフォルダをちクリックし、表示されたメニューか 
5 [送る]^手順〇の外部記憶メディァをクリックずる 


エクスプローラが） 

検を巧… 

Windows Media Player リストに創日 ( W ) 
Windows Media Player で巧をする ( P ) 


シヨー トカツトの作ぶ ( S ) 
削除 ( D ) 

名前のを'ま ( M ) 

プロパティが） 


I 1 j 圧痛 （ zip おぶ）フが l / S ? 
f ■ デスクトツプ【シヨートカツトを作巧） 
J メールき信ち 
ui ドキュメント 
-0 nvn RW K 与イプ化.、 

し リムーバブルディスクに:） 


(表示例） 
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Q データのバックアップをとる 


CD / DVD にデータのバックアップをとる 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD + RW にデータをコピーするには、本 
製品に添付されている 「 T 日 SH 旧 A Disc Creator 」 を使います。 

データをコピーする（書さ込む）際に気をつけていたださたいことびあります。また、それぞ 
れ対応しているメディアび異なります。(降の説明をよくお読みになってから書さ込んでくだ 
さい。 

Windows Vista に用意されている CD / DVD への書き込み機能については、《パソコンで見る 
マニュアル（検索）： CD / DVD に書さ込むには》を参照してください。 

封ゾモ 

• DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]に コピーして ください。 

• CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合びあ 
ります。この場合、バックアップをとったデータを使うときには、 ] 度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちク U ック^ [プ□パティ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 


CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 
•あらかじめ、「付録 D - l * CD / DVD にデータのバックアップをとる」を確認してください。 


■■ TOSHIBA Disc Creator 

使用でさるメディアは次のとおりです。 

メディアについての詳細は、『いろいろな機能を使おう ] 章 EJ - QD 使えるメディアを確認し 
よう』を参照してください。 


〇:使用でさる X :使用でさない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

0*1.2 

か] 

Q*1. 3 

か] 

X 


*] DVD - Video . DVD - VR 、 DVD - Audio の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することは 
でさません。 

*2 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DU こは追記びできません。 

*3 DVD+R DL を含みます。 



























データのバックアップをとる 



画^^^^^^^^^^^^^^^^ 


使用方法 
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Q データのバックアップをとる 




r 書込先」の[開始]ボタン（ぶ）をクリックずる 

メッセージび表示されます。 

[はい]ボタンをクリックずる 


TOSHIBA Disc Creator 


嚇 


データディスクの作巧を閱始しますか; 


( 

はいが） 1 

1ぃぃぇ触 



書さ込みび開始されます。 

CD / DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 CD/DVD 
をセットして、 [ OK ] ボタンをク U ックしてください。 

データの書さ込みび開始され、進抄を示す画面び表示されます。 


データテイスク作ぶな 


まきをみび完了するまで、しはらくおまちください。 


現なの処理の港巧げお:ディスクウ日-ズ処巧や 


をはの処巧の道巧れ';'兄； 


書さ込みび終了すると、購入時の設定では元のデータと書さ込んだ CD / DVD のデー 
夕を比較します。 

比較して問題ないことび確認されると、完了のメッセージび表示され、自動的にデイ 
スクトレイび開さます。 



•方法2記録ずるファイルやフォルダを「書込先」にドラッグアンドド□ッ 
プする 



C C 瞧巧 



















































































Q データのバックアップをとる 



■ わう]枚、同じ CD / DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてください。 

I 随記ディスクへの書さ込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
I 場合は、 [ OK ] ボタンをク U ックしてください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

■方法1 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD & DVD アプ 
U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ック する 

■方法2 

①メインウインドウの[ヘルスー[ヘルスをク U ックする 


が TOSHIBA Disc Creator 

1ファイル (F ) 表示( V)ディスク (D) 設ミ间【1〜レプ (H) J 


1か,デ-夕 CD/DVD 做 H 乂^か^ バ-ちョ Vtt 脇、… 

U 

ゴ^|^ UN ま込元 

一 

■ 

ドキュメント ▼[; 

1 1 1 

1月の写真 8月の写真 9月の写真 



[TOSHIBA Disc Creator 」 のヘルプび表示されます。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のお問い合わせ先 
『いろいろな機能を使おラ7章 D お問い含わせ先』 
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Q データのバックアップをとる 


データの救助用に使用でをる巧邸記憶メディア 


「東芝ファイルレスキュー」では、外部記憶メディアにデータの救助を行います。使用でさる外 
部記憶メディアは、次のとおりです。 

♦ USB 接続型などの外付け八ードディスクドライブ 

♦ US 巳フラッシュメ f U 

♦ CD/DVD (本製品のドライブを使用） 

■■ データをがかずる 

巧 救助ずるデータの保存先となる外部記憶メディアをパソコンに接続ずる 

「詳細ブートオプション」を起動ずる 

次のよラに起動してください。 

な^キーを押しなびら、電源を入れる 



②「詳細ブートオプション」び表示されたら、 re キーから手をはなす 


[コンピュータの修復]を選択し、 | fA /7 r /?| 丰一を巧ず 

キーボードの選択画面び表示されます。 


子 


Windows び起動しない状態で、データのバックアップをとる 


「東芝ファイルレスキュー」を使うと、 Windows び起動しなくても、データのバックアップ= 
救助（レスキュー）することびでさます。 

Winsows び起動せず、 U カバ U をしなくてはならない場合などは、「東芝ファイルレスキュー」 
を使って、あらかじめデータを救助しておいてください。 





データを救助ずるにあたって 


パソコンを人に譲るときなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消去するのと同時に 
「システム回復オプション」を消去すると、「東芝ファイルレスキュー」は使用できなくなります。 
再度使用したい場合は、 U カバ U を行ってください。 

その他の注意事項については、あらかじめ、「付録〇-匯画「東芝ファイルレスキュー」につ 
いて」を確認してください。 


大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 


が 

















データのバックアップをとる 


[日本語]を選択し①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 


\システム回巧オプション 


言語を選巧してください： 


キーボードレイアウトをぷ巧してください： 


(T )WN)> 1] 


□ グオン画面び表示されます。 


ユーザ名を選択し①、 Windows □グオンパスワードを入力し③、 [ OK ] 
ボタンをクリックずる⑤ 

管理者ユーヴのアカウントで□グオンすることをおすすめします。 


I システム回巧オプション 



回復ツールの選択画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Tools ] をクリックずる 


I システム回巧オプション 




Windows を拉旣できね(•個題を白新的(こ修正します 


->■ Windows をおのげ態じほ元します 

Windows Complete PC 巧元 

’み ! わウアップがージからサー/卜またはバ-リナル ] シピュ-夕を巧をほ元します 

H Windows イモリを化、リール 

] ンピュ-夕でプモリの卜阳王ア I ラ-が発ちしているかお記します 

つ;ド-..巧*^.ブド 

H ]7ンドプ日ンプトかン阿を問きます 


厂 ，勺 1 TOSHIBA Recovery Tools | 

I TOSHIBA Recovery Tools I 


シャットダウン恩 I 再おか(垃 I 


ツールの選択画面び表示されます。 











夕のバックアップをとる_ 

[TOSH 旧 A 円 le Rescue] を選択し①、[次へ]ボタンをクリックす 
る③ 


〈ツールの選択〉 

ツ-ルを選巧してください。 


fi - 夕の救めを巧いまず。 


、 TOSHIBA Recovery Wizard 

デ-夕(が肖去、巧インスト-ルを巧いまず。 


[。巧へ ( N ぃ —② 

「東芝ファイルレスキュー」び起動します。 

r 免責事項」と r 使用上のごミ主意」を確認し①、同意される場合は、 
[はい、同意しまず。]を選択し③、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 


まちファイルレスキュー 

まちファイルレスキューは、 0S び起助できなくなっわむコンから穴切なデータをおかします。 


はじめに 


4救旦力頗巧 


喘まま巧」と「ほ用上のご;'主き」をご宿詔のうえ、同まミれるときのみ r はい、同 " 
まします。」を进巧して「ホへ」を巧してく粉い。 - 

■をまま巧 

く 1) 本ソフトウIアは、/、ードディスク上のすべてのファイルのレスキュー、ほ元が呆 
随するらのではありません。巧出ま、いかねる巧合にわいても、本ソフトたアのほ 
用じよってちがこデ-夕の指害について一切のまほを負わねいものとします。 


大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 









Q データのバックアップをとる 


3 [次へ]ボタンをクリックずる 

U 何もしないで[次へ]ボタンをク U ックすると、すべてのユーヴのユーヴデータを救 
■ 助します。 

I ユーヴデータとは、[コンピュータ]-八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴー]内 
I の各ユーヴ名のフオルダに保存されるファイルやフオルダです。〈ユーヴ名〉フオルダ 
I にはアドレス帳やお気に入りなどのデータび保をされています。この画面で確認して 
■ くださぃ。 

P 救助するファイルやフオルダを、任意で好さなよラに指定したい場合は、「役立つ操 
||作集」を参照してください。 


去ミフパルレスキュー 



^ V 3 役立つ操作集- . 

「救助するファイルやフオルダを任意で指定したい場合」 

救助するファイルやフオルダを好さなように指定するには、次のように操作してください。 

① 手順 II で、[任意のファイルやフオルダを手動で指定する]にチェックを付け、[次へ] 
ボタンをク U ックする 

② 救助したいファイルやフオルダにチェックを付け、[次へ]ボタンをク U ックする 
じ(降は、手順【0から操作してください。 

V_ J 




























•夕のバックアップをとる 


救助データの保存先を指定し①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 


ぶ 


© 


ままフアイ J レレスキュー 

まミファイルレスキューは、 0S び超めできなくなった J むコンから大切むデータをがかします。 


はじめに 


2救版.-巧の設定 


4救助の実行 


をを設定 

保存先の指定 

索舰データの巧なホを指定してください。 
巧助データのサイズ 

I 遇巧されたな存ホの空き容を 


巧なホの一度 

I ~— 11110 bmQ 化!攜 


■① 


戻る 


3 —② 

(表示例） 


外付け八ードディスクドライブまたは US 巳フラッシュメ fU の容量び足りない場合 
や、外部記憶メディアを何も接続していない場合などは、赤い字でメッセージび表示 
されます。 

メッセージに従って、適切な外部記憶メディアを選択してください。 

救助データの確認画面び表示されます。 


救助ずるデータと保存先を確認し①、[実行]ボタンをクリックずる③ 


ま芝ファイルレスキ 

巧芝ファイルレスキューは、 



0S げ起めできなくなったバリコンから六切なデータをがなします。 


をを設定 

救助 データの 確認 

がか!デー々のホ咨 W 呆巧ホを巧記してくだざい。 


4救助の実行 


はかデ-夕の一度 

I 曰 ’— SBB 

田. Default 


巧巧データの巧な先_ 


p：r"S. 5120030618132400 


戻る 


実斤 


■① 

■② 


データの救助を開始するメッセージび表示されます。 


[0 K ] ボタンをクリックずる 


データの救助の進抄状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることび 
あります。必ず電源コードを接続した状態でご利用ください。 

救助中は保を先の外部記憶メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 









Q データのバックアップをとる 



[完了]ボタンをクリックずる 


© 


ままフアイ J レレスキュー 

まミファイルレスキューは、 0 S び超めできなくなった J むコン扫巧大切なデータをかかします。 


テ*づ る種設定 

はじめに データ救巧]完了 


2救且ヵデ-巧の設定 
3ィ雜先の設定 


結果」ボタンを巧して、ファイル単位の巧か链まを應忍できます。 


I 巧かお果 

バソエ/をリカバリしたあと、ほ元プ□ヴラムを実行して、巧めしたデ-夕をほ元してくだ 
さい。 r ほ元キ川自 J ボタンを巧して、巧元のキ川隨權忍できます。巧了]ボタンを巧す 
とシャットタウンします。 


民る 


[救助結果]ボタンをク U ックする 
と、ファイル単位で救助の結果を 
表 7 J \ しすす。 

このとさ、ファイルび壊れている 
などの理由で救助でさなかった 
データびあると、そのファイル名 
の左にホい「 X 」び表示されます。 
[復元手順]ボタンをク U ックする 
と、救助データを復元する手順を 
表 7 J \ します。 


電源び切れます。 

引き続き、 U カバ U を行う場合は「5章買ったときの状態に戻すには」を参照してく 
ださい。 

標準ユーヴのデータを復元するとさは管理者ユーヴの認証び必要になりますので 、 U 
カバ IJ をしたあとは、必ず Windows セットアップで Windows □グオンパスワードを 
設定してください。 

Windows セツトアップ「1章0- Windows のセツトアップ」 


U 救助したデータを復元する 

「東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、次のとおりです。 


B パソコンに電源を入れ、 Windows を起動ずる 

このとさ、データを復元したいユーヴアカウントで□グインしてください。 

巧データを保存した外部記憶メディアをパソコンに接続ずる 

[スタート]ボタン （®) 一 [コンピュータ]をクリックし、外部記 
憶メディアのドライブのアイコンをダブルクリックずる 









Q データのバックアップをとる 


Q riFRescueJ ファイルをダブルクリックずる 

I 1 口 I 回 tori ’ 

©0 心 コシピュータ ► リム_バブルディスク （R) ，Iょ ♦ I「巧巧 P I 



標準ユーヴのアカウントで復元プ□グラムを実行するとさは、管理者ユーヴの認証び 
必要です。 

接続した外部記憶メディアに、救助したファイルび複数存在する場合は、手順0へ 
進んでください。 

救助したファイルび]つの場合は、手順0へ進んでください。 

H 復元ずるファイルを選択し①、 [0K] ボタンをクリックずる③ 

復元するファイルの名称は、 「 Tsai 」 のあとび、年号/月曰/時分秒を示す数字と 
なっています。これは、救助を行った日時ですので、よく確認して復元したいフアイ 
ルを選択してください。 



[よラこそ]画面び表示されます。 










_ B データのバックアップをとる 

r 免責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、 
[はい、同意しまず。]を選択し③、[次へ]ボタンをクリックずる⑤ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 


ま芝フアイルレスキュー 

東芝フアイ;!レレスキユーを使つてな前お風したデータを PC/\ 巧元します. 


ようこそ 


之復元ディ!の設定 
3 復元の実行 


「をまま巧 J と「ほ用上のご注意 J をご巧詔のうえ、同意されるときのみ「(まい、同 n 
意します。 J を測 K して r ホへ J を巧してください。 ^ 

■みま事巧 

り）本リフトな[アは、。ードディスク上のすぺてのファイルのレスキュー、ほ元を巧 
随するらのではありません。胖出ま、いかなる巧合にわいても、本リフトウIアのほ 
捕こよってをがこデ-夕の指背こついて一切の香巧を育ねねいものとします。 



復元データを指定する画面び表示されます。 

復元したいユーザデータを選択し①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 


(D まミファイルレスキュー 


まさフアイルレスキュー 

ちちフアイ J レレスキューを使つてな前拽助したデータを拒元します. 


復元 データの 指定 


3復元の実行 


遇巧しを:!-ザデ-夕を、5るな□ヴオンし订巧ユ-ザのデ-》としてほをします。 


□ヴオンしている ユーザ dynabook 




復元データの確認画面び表示されます。 




Q データのバックアップをとる 



復元ずるデータを確認し①、[実行]ボタンをクリックずる③ 



① 


⑤ 


メッセージび表示されます。 

[0K] ボタンをクリックずる 

データ復元の進抄状況を示した画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

[完了]ボタンをクリックずる 



[復元結果]ボタンをク U ックする 
と、ファイル単位で復元結果を表 
7 J \ します0 

パソコンの八ードディスク内のど 
こに復元されたかを確認すること 
びでさます。 


ぶ^ メモ 復刀::7夕 _ 

•復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に「_(アンダーバー)」 
び付さます。 

• ユーヴデータ iU 外の任意のファイルやフォルダを救助して復元した場合、次の場所に保存されます。 
•救助時に C ドライブに保存されていたデータ：「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダ] ¥ C 」 の中 
•救助時に D ドライブに保をされていたデータ：「じ¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダ] ¥ D 」 の中 


























































3 1 リカパリディスクを巧る 


パソコン本体には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U 
(再セットアップ）ツールび内蔵されています。 「 T 日 SH 旧 A Rec 日 very Disc Great 日「」を 
使って U カバ U ディスクを作成し、あらかじめ、 U カバ U ツールのバックアップをとっておく 
ことをおすすめします。 

何らかのトラブルで八ードディスクドライブから U カバ U でさない場合でも、 U カバ U ディス 
クから U カパ U をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクドライブから U カバ U び行えない場合は、修 
理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

修理のお問い合わせ 『東芝 PC ヴポートのご 案内』 

I リカバリディスクを作ぶでをるメディア _ 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では、次のメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 

リカバリディスクの場台 

• DVD-R • DVD-R DL • DVD-RW 





• DVD+R 


• DVD+R DL • DVD+RW 


あらかじめバックアップ用のメディアを用意してください。 [ T 日 SHEA Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

メディアについて/メディアの使麻饌メ-力 - 

* 使用できるメディアと推奨メーカについて、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ 
リーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

• 推奨するメーカのメディアを使用してください。 

• 書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

♦規格に準拠したメディアを使用してください。 


リカバリディスクの作成にあたって = 

* リカバリディスクを作成するには、下記 m 外にもお願い事項びあります。 

「付録 Q-Ka CD / DVD にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してください。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] を使って U カバ U ディスクなどを作成するときは、ほ 
かのアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 



め 

に 

I 

パ' 

ツ 

ク 

ア 

ツ 

プ 


U カバ U ツールの U カバ U ディスクを作成するには、1^(降の説明を参照してくださぃ。 
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B リカバリディスクを作る 


—起動方法 

n [スタート]ボタン （©) 一 [ずべてのプ□グラム]一[リカバリディ 
W スク作成ツ-ル]をクリックずる 

H [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] び起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])ディスクを作成します。 
田をク IJ ックすると作成するデイス 
クの一覧び表示されます。 


ディスク構成 

作成するデイスクのメディアの種類を 
選択することびでさます。 


[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


B リカバリディスクを作成する 

V [タイトル]で作成ずるディスクをチェックずる（团） 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

B [作成]ボタンをクリックずる 

作成する U カバ U ディスクの確認とメディアのセットを求める画面び表示されます。 

f メディアをセットずる 

DVD のセット『いろいろな機能を使おう 1 章【1 CD や DVD を使う』 

I [OK] ボタンをクリックずる 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進抄状況び表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び終了すると、自動的にディスクトレイび開さます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 













































B リカバリディスクを作る 


i メッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックずる 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類 （ U カバ U ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 「 U カバ U ディスク XX (番号)」 
というように、レーベル面に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U 
をするとさ、この番号どおりにディスクを使用しないと、正しく U カバ U されません。 
必ずディスク番号びわかるよラにして保管してください。 

i [閉じる]ボタン（^)をクリックずる 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクから U カバ U をする操作手順については、「5章且-团 U カバ U 
ディスクから U カバ U をする」を参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 のお問い合わせ先 
『いろいろな機能を使おラ7章 D お問い合わせ先』 






頁つたとをのが慮に房ずには 

ーリカパリー 


この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解決できないときに行う「リカバリ」について説明してい 
まず。リカバリを巧うことでシステムやアプリケーションを購入時の 
状態に復元できまず。作成したデータなどが消去されまずので、よく 
読んでか！5巧ってください。 


1リカバリとは . 

2リカバリ=再セットアップをする 
3リカバリをしたあとは . 
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リカパリとは 


U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!-ールしたア 
プ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、わう]度ご購入時の状態に復元する作業で 
す。八ードディスクドライブ内に保存されているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、 
メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメール 
の設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定してい 
ない状態になります。 

次のような場合で、どうしても改善する方法びないとさに U カバ U をしてください。 

♦パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除でさない * J 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
♦東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、 「 U カバ U び必要」と診断された 

*] アプ IJ ケーシヨンび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびでさない場合びあ 
ります。 


リカバリをする前に確認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしな 
くても、状態び改善される場合びあります。次のち法をすべて試してみても状態び改善されな 
い場合に、 U カバ U を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行ずる 

本製品に用意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどう 
かを確認してください。ウイルスび検出されたら、ウイルスチェックソフトで駆除でさます。 
その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新しておいてください。 
場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除でさないウイルスもあります。そのとさは、 

U カバ U を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「3章インターネットを快適に利用するために」 


買つたとキ」の状態に戻すには IU カバリ— 
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D リカバリとは 


I セーフモードで起動でをるか実行してみる _ 

Windows び起動でさないとさは、次のよラに実行してみてください。 

Q 回を巧しなが！5、電源を入れる 

Q r 詳細ブートオプション」が表示された！5、@丰一か！5手をはなず 
[セーフモード]を選択し、 I ENTER — を f 甲ず 

最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、 U カバ U 
をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 

I 周逛機器をずべて取りはずし、再度確認ずる _ 

増設メ fU や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障害の原因となっている場合 
びあります。それらを取りはずしてから、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブ 
ルの場合は、バッテ U をいったん取りはずし、再度取り付けてから起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 

I ほかのトラブル解消方法を探ず _ 

パソコンの調テびおかしいと思ったとさは、『いろいろな機能を使おう6章パソコンの動作び 
おかしいとさは』で解消へのアプ□ーチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介して 
います。 

それでも解消でさないとさに、 U カバ U をしてください。 

I システムの復元でが前のが態に復元ずる _ 

「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したとさに、個人用のデータを失わずにパソコン 
を(前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『Windows ヘルプとサポート』または、《パソコンで見るマニュアル（検索）：シ 
ステムの復元》を確認してください。 




D リカバリとは 


2 


リカバリ（再セットアップ）の流 



U カバ U をする場合は、次のよラな流れで作業を行つてください。 


バックアップをとる 


「4章大切なデータを失わな 
いために」 



リカバリ（再セットアップ） 

固永 「本章且リカバリ= 

再セットアップをする」 


Office Personal 2007 *i 
( Word 、 Excel など)、 

Office PowerPoint 2007本を 
のインス!-ール 

固永 「本章 日-回 Office 製品 
を再インストールする」 


インターネットの設定 

《パソコンで見るマニュアル1 
(検索）：インターネットに 
ついて》 


ウイルス対策ソフトの設定と更新 

に章且ウイルス感染や 
不正アクセスを防ぐには」 


Windows Update 

《パソコンで見るマニュアル 
(検索）： Windows を最新 
の状態にする》 


データの復元やメールの設定 

「本章且-团 

バックアップしておいた 
データを復元する」 


*] 日 ffice 搭載モデルの場合 
*2 P 日 werPoint 搭載モデルの場合 














D リカバリとは 


KIT リカバリをはじめる前にしてお< こと 


U カバ U をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備ずるもの _ 

♦『準備しよラ』（本書） 

• 『いろいろな機能を使おう』 

•巻末の U カバ U チェックシートをコピーしたわの 

• U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクから U カバ U する場合） 

I 要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーションなど、八一 
ドディスクドライブに保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラな 
データは削除されますので、可能な場合は、外部記憶メディア （ CD / DVD や US 巳フラッシュ 
メモ U など）にバックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• デスクトップに保をしたデータ 
• インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

♦ メール送受信データ 
♦メールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、 U カバ U 後わ現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて 
ください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合は、 
バックアップをとることびでさません。また、 U カバ U を行っても、八ードディスクドライブ 
に保存されていたデータは復元でさません。 

バックアップについて「4章大切なデータを失わないために」 

なお、システムび起動しない場合は、「東芝ファイルレスキュー」を使うと、データのバック 
アップをとることびでさます。 

東芝ファイルレスキュー 

「4章且-田 Windows が起動しない状態で、データのバックアップをとる」 

I アプリケーションのセットアップ用メディアを確認ずる 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後に追加でインス! -- ルしたアプ U ケーション、プ U ンタなど 
の周辺機器のドライバは、 U カバ U 後にインス!-ールする必要びあります。これらを再度イン 
ス I -ールするためのメディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーションによっては、再度インス!-ールするとさに ID 番号などび必要です。あ 
らかじめ確認してください。 













D リカバリとは 


I 各種設定を確認ずる _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メ f 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ IJ ケーシヨンは、それらの番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節ずる _ 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あらかじめ、 

ボ U ュームダイヤルで音量を調節してください。キーを使って、内蔵スピーカや 
ヘッドホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、もう1度 r 厂 A / I + 屑 〔I キーを押して元 
に戻しておいてください。 

I 周进機器をずべて取りはずず _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケーブ 
ルじ(外すベて取りはずしてください。このとさ、パソコン本体の電源を切ってから行ってくだ 
さい。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 



• 市販のソフトウエアを使用してノくーティシヨンの構成を変更すると、 U カバ U びできなくなるこ 
とびあります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


§ 


























u カバ u には、次の方法があります。 

• A - ドディスクドライブから U カバ U をする 
• U カパ U ディスクから U カパ U をする 

通常は八ードディスクドライブから U カバ U をしてください。 

U カバ U ディスクからの U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U (再セットアップ） 
ツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ードディスクドライブから 
U カバ U びでさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U ディスクから U カバ U をする場合は、「4章0 U カバ U ディスクを作る」を確認して、 
U カバ U ディスクを用意してください。 


~2 


八ードディスクドライブの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかから U カバ U 方法を選択 
することびでさます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作でさます。 

■ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり） 

八ードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■ ノくーティションサイズを変更せずに復元く推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残 
ります。ただし、 BI 日 S 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータも使えないことびあります。 

■ ノくーティションヴイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 


本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元するち法について 
説明します。 

本製品の U カバ U は、ユーヴ権限に関わらず、誰でも実行でさます。誤ってほかの人に U カバ 
U を実行されないよラ、ユーヴパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザパスワード《パソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザパスワード》 


買つたとキ J の状態に戻すには—リカバリ— 
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Q リカバリニ再セツトアップをする 


封メモ _ 

•八ードディスクドライブから U カバ U を行う場合は、ドライブにメディアをセットしていない状態で 
実行してください。ドライブにメディアびセットされていると、エラーになる場合びあります。 
•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には U カバ U ツールから購入時と同じシ 
ステムび復元されます。 


ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 



パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続ずる 

丰ーボードの回（ゼロ）丰一を巧しなが!5電源スイッチを巧し、 
[ dynabook ] 画面が表示されてか!5手をはなず 

ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 
ユーヴノ くスワードを入力して居を^キーを押してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボ 
タンをクリックずる③ 



① 


② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、 U カバ U ツールの領域外のすべてのデータび削除されます。 

A - ドディスクドライブの消去について 

「6章 □ B 八ードディスクドライブの内容をすべて消去する」 































Q リカバリニ再セツトアップをする 



[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックずる③ 



① 


② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、次のと 
お0です。 

ほかのメニューを選択した場合については、次のページを参照してください。 

•に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .1 □己 
♦[パーティションサイズを指定して復元]: P .1 日己 


♦[パーティションサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライ 
ブの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバ U され、それ(外の領域のデータはそのまま残ります。 


オプション領域 




リカパリ 





' 作成データ- 

ドライブ（じ ） * 

設定は消去 


' 作成データ- 
1設定は保持 

ドライブ ( D 作、 F … ):） 


八ードディスクドライブに:） （ U ) 
にあたる領域は、作成したデータ、 
設定した項目、インストールした 
アプ IJ ケーシヨ ンなどびすべて消 
去された状態になります。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


封ゾモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域び確保されている 
ため、八ードディスクドライブの]日日％を使用することはできません。 


V 




































Q リカバリニ再セツトアップをする 



[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 



長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 


〈初期インスト ー ルソフトウ I アの復元〉 

リわバリ 

0 ^ 

〈初期インストールソフトウェアの復元〉 

CRC ファイルの作巧 

リカバリ中です。しばらくお待ちください。 

CRC ファイルを作成していまず。しばらくお待ちください。 

をま過時間 mn-M 

摇過時問 xx：xm 

巧り時巧 xx ： xx；xx 

残り時問抓糾:糾 



XX% 

XX% 

キめ它ル 1 

キめ它ル 1 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動します。 

[ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しばらく時間びかかります。ま 
た、アプ U ケーシヨンをインス!-ールしているメッセージ画面び表示される場合びあ 
りますび、この間に絶対に電源を切らないようにしてください。 

































Q リカバリニ再セツトアップをする 


i Windows のセットアップを行う 

詳細につして n 章0 Windows を使えるようにする」 

居 f メモ 

•一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインス!-ールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章且-のアプリケーンヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールも、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


I [初期インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリゾニューについて 

「本項八ードディスクドライブから U カバ U をする」の手順0の[初期インス!-ールソフト 
ウェアの復元]画面で表示される U カバ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 


■ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーテイシヨンび2個の状態）に戻します。 



システム回復一 
オプション領域 


作成データ 
設定は消去 


リカバリ 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■ ノくーティションヴイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）外の領域区分（パーティション）は消去され、 ] つの領域に 
なります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再びドライブとして使 
用でさるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) わ、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章 0- パーティションを変更してリカバリをした場合は」 



















Q リカバリニ再セツトアップをする 


システム回復 
オプション領域> 

作成デ • 

設定は消去 


[ 


ドライブ（じ） 


サイズ変更が 
でさる範囲 


パーテイシヨンび 

消去された領域 


作成データ 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


①[システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 
③ [ C : ドライブのサイズ]で二 J _ d をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ））のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 


[リカバリディスクか6リカバリをする 


U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかから U カバ U 方法を選択するこ 
とびでさます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作でさます。 

■ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり） 

八ードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■ノ くーティションサイズを変更せずに復元く推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )くーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保存されていたデータや設定は、そのまま残 
ります。 


■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 

封メモ 

•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されま 
す。 




















Q リカバリニ再セツトアップをする 


Q AC アダプタと電源コードを接続ずる 


B IJ カバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

リカバリディスクのセット『いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD を使う』 

Q 丰ーボードの因司丰一を巧しなが！5電源スイッチを巧ず 

[ dynabook ] 画面が表示された!5、因司丰一か!5手をはなず 

1ユーヴパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面び表示されます。 
I ユーヴノくスワードを入力して臣而キーを押してください。 



田または田丰一で [ CD / DVD ] を選択し、 | fA /7 r /?| 丰一を巧ず 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、[次へ]ボタンを 
クリックずる③ 



① 


② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブルや 
データ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《パソコンで見るマニュ 
アル（検索）：「システム回復オプション」で調べる》を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 


































Q リカバリニ再セツトアップをする 



画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボ 
タンをクリックずる③ 



① 


② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 

A - ドディスクドライブの消去について 

「6章八ードディスクドライブの内容をすべて消去する」 





























Q リカバリニ再セツトアップをする 



[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックずる③ 


① 


② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、次のと 
お0です。 

ほかのメニューを選択した場合については、次のページを参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .1 11 
♦[パーティションサイズを指定して復元]: P .112 



〈初期インストールソフトウ I アの復元〉 
復元ずるおぶを還巧してくださし、。 


广ご目客入時の状態に復元(システム回復オブシヨンあり) 



广 パーティションサイブを指定して復元 

P- システム回復オブション_ 

HDD のサイプ： XX GB 

。ドライブのサイス’： 巧 GB (が-XX) 

<戻るは)り巧へ化ぃ \\ 


♦[パーティションサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライ 
ブの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバ U され、それ(外の領域のデータはそのまま残ります。 


リカバリディスク 



八ードディスクドライブ（じ） （□) 
にあたる領域は、作成したデータ、設 
定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状 
態になります。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域び確保されている 
ため、八ードディスクドライブの]日日％を使用することびできません。 


V 
































Q リカバリニ再セツトアップをする 


[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 



長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 



く初期インストールソフトウェアの復元〉 

リカバリ 



〈初期インストールソフトウェアの復元〉 

CRC ファイルの作ぶ 



をま過時巧 XX:XX；XX 
残り時 M XX;XX;X!( 



CR ロアイルを作ぶしていまず。しばらくお待ちくださし、。 


お過時問化が:)《 
残り時巧XX;化糾 



车ホンセル 


キヤ-'它ル 


* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。長い時間表示される場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、ディスクを入れ替えるメッセージび表示され、 
ディスクトレイび開さます。ディスクの番号順に入れ替え、[日ロボタンをク U ック 
してください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックずる 

自動的にディスクトレイび開さます。 





























Q リカバリニ再セツトアップをする 



リカバリディスクを取り出ず 

システムび再起動します。 

[ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しばらく時間びかかります。ま 
た、アプ U ケーシヨンをインス!-ールしているメッセージ画面び表示される場合びあ 
りますび、この間に絶対に電源を切らないよラにしてください。 



Windows のセットアップを行う 

詳細につして「1章0 Windows を使えるようにする」 

幻メモ 

•一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインス!-ールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章且-のアプリケーンヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールも、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


I [初期インストールソフトウェアの復元]画面のリカパリゾニューについて 

「本項 U カバ U ディスクから U カバ U をする」の手順 II の[初期インス!ルソフトウェア 
の復元]画面で表示される U カバ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 


■ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーテイシヨンび2個の状態）に戻します。 



設定した項目、インストールしたアプ U ケー 
シヨンなどびすべて消去された状態になります。 


手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 


















Q リカバリニ再セツトアップをする 


■ パーティションサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）外の領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は 
消去され、 ] つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、 
再びドライブとして使用でさるようになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) わ、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章 0- パーティションを変更してリカバリをした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 



①[システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 
③ [ C : ドライブのサイズ]で二 J 二 J をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 
③[次へ]ボタンをク U ックする 

手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表 7 J \ されます。 




















リカ八リをしたおとは 


U カバ U 後は次の流れで設定を行います。 


自動的に設定画 
面が表示されま 
す。画面の指示 
に従って操作し 
て < ださい。 


尸 

L _ 

リカバリ（再セットアップ） 

_ J 


， - 

Windows セットアップ 







ここでは次の点を説明します。 

•パーティションの設定 

• プレインス I -ールアプ U ケーションの手動インス I -ール 
• Office Personal 2007s Office PowerPoint 2 日日 7 の再インストーレ* ] 

*] 日 ffice 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルの場合 








B リカパリをしたあとは 


I パーティションを変更してリカバリをした場合は _ 

U カバ U メニューで[パーティションサイズを指定して復元]を選択して U カバ U をした場合 
のみ、 U カバ U 後すみやかに次の設定を行つてください。 


パーティションを設定するにあたって ; 

• Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ュームびないプライマ U パーティションび 
表示されます。このパーティションには U カバ U (システムの復元）するためのデータび保存さ 
れていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はでさなくなります。 


田 

旦 

□ 

凸 





コンピュータの管理者になっているユーザアカウントで□グオンずる 
[スタート]ボタン （®) 一 [コント□ールパネル]をクリックずる 
[うシステムとメンテナンス] 一管理ツール]をクリックずる 
[ gP コンピュータの管理]をダブルクリックずる 
左画面の[国^ディスクの管理]をクリックずる 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックずる 

表示されるメニューか！5 [新しいシンプルボリューム]をクリックずる 

[新しいシンプルボ U ュームウィヴード]び起動します。 

[次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-ボ U ュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
- パー テイシヨンのフ オー マット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーションユニットサイズ 
• ボ U ュームラべル 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フオーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

■ヘルプの起動 

①メニューバーから[ヘルスー[トピックの検蔚をク U ックする 

















B リカパリをしたあとは 



ンを再インス I ^ールする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまっても、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス!-ールすることびでさます。 

日 ffice 搭載モデルの 日 ffice Personal 2007. P 日 werPoint 搭載 f デルの Office 
PowerPoint 2 日日 7 は、 U カバ U 後に付属の CD-R 日 M で再インス トー ルする必要びあります。 
「本節区]日 ffice 製品を再インス!-ールする」を確認してください。 


■必要なちの 

♦『準備しよラ』（本書） 

アプ IJ ケーシヨンによっては、再インス!-ール時に ID 番号などび必要です。あらかじめ確認し 
てから、再インス!-ールすることを推奨します。 

同じアプ U ケーシヨンびすでにインストールされているとさは、コント□ールパネルの「プ □ 
グラムのアンインストール」または各アプ U ケーシヨンのアンインス!-ールプ□グラムを実行 
して、アンインス!-ールを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどちらの方法でもアンインス!-ールび実行でさないアプ U ケー 
シヨンは、上書さでインス!-ールしても問題ありません。 

アプリケーションの削除《パソコンで見るマニュアル（検索）：アプリケーションの削除》 


—操作手順 

H [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!-ール]をクリックずる 

[セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ IJ ケー シヨ ンやドライバのセットアップ メニュー 画面び表示されます。アプ U 
ケーシヨンやドライバのセツトアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれてい 
ます。 



初めて起動したとさは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク U ックして 
再インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 


V 


























B リカパリをしたあとは 


B 画面左側のアプリケーション名を選択し、画面ち側の rxxx のセット 
アップ」をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ U ケーション名び入ります。選択したメニューによっては別の言葉 
び表示されます。 

説明文の下の、下線び引かれている言葉をク U ックしてください。 

Q 表示されるメッセージに従ってインストールを巧う 

J [ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
m くださぃ。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


6 









B リカパリをしたあとは 


〇け ice 製品を再インストールする 


* Office 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの 「 Word 」 や表計算ソフト Excel 」 を使いたい場合は Office Personal 
2日日7をインス I -ールする必要びあります。 

プレゼンテーシヨンソフト 「 PowerPoint 」 を使いたい場合は Office P 日 werPoint 2日日7を 
インス I -ールする必要びあります。 

ここでは 、 Office Personal 2日日7 、 Office PowerPoint 2日日7を再インストールする方法 
を説明します。 


■必要なちの 

付属のパッケージに、必要なものび一式入っています。 

[ Microsoft ® Office Personal 2日日7」一式 
[ Microsoft ® Office P 日 werP 日 int ® 2日日7」一式 

再インス I -ールした場合、ライセンス認証び必要になります。 

I 再インス I ^ ール方法とセットアップ方法 _ 

詳細は、 『 Microsoft ® Office Personal 2007スタートガイド』、 『 Microsoft ® Office 
PowerPoint ® 2007スタートガイド』を確認してください。 

■ Service Pack 1について 

ミ泰付の CD わ、ら Off ice Personal 2日日7 、 Office PowerPoint 2 日日 7 を再インストーレした 
場合 、 Service Pack 1は組み込まれません。 

次の手順を行って、インストールしてください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
トール]をク U ックする 
③[セットアップ画面へ]をク U ックする 

③ [ Windows 関遺タブをク U ックする 

④ 画面左側のに日日7 Microsoft 日 ffice system Service Pack 1 ] をク U ックし、表示さ 
れた画面に従ってセットアップする 

■ Office ナビの場合 

「 Microsoft ® 日 ffice ナビ2日日7」は、アプ U ケーシヨンの再インス! -- ルから再インス! -- 
ルします。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
トール]をク U ックする 
③[セットアップ画面へ]をク IJ ックする 

③ [ Windows 関遣タブをク U ックする 

④ 画面左側の [ Microsoft 日 ffice ナビ2日日 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセッ 
トアップする 













B リカパリをしたあとは 


mm [お気に入り]のバックアップについて 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：「お気に入り」のバックアップ手順 

「お気に入り」の復元手順》 

■ Windows メールのデータ 

• メール アカウント • メール 送受信 データ 

• メール フオルダ ♦ メール アドレス帳 

バックアップをとったデータを、 「Windows メール」で読み込んでください。 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：メールのバックアップ手順 

メー j レデータをノ くックアップから復元する手順》 

■ MS-IME で登録した単語 

詳しくは 「MS-IME」 のヘルプを確認してください。 

■ その他のファイルやフオルダなど 

• プレインスI-ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインスI-ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフオルダとファイル 
など 

バックアップした外部記憶メディアから、バックアップをとったデータび保をされていた場所 
に、データをコピーして復元してください D 

「東芝ファイルレスキュー」など、アプ U ケーシヨンによってバックアップ方法や復元方法び用 
意されている場合は、その方法に従って復元してください。詳しくは、アプ U ケーシヨンのへ 
ルプを参照してください。 

東芝ファイルレスキュー 

「4章 0- 円 n Windows が起動しないが態で、データのバックアップをとる」 


ックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアか 
らデータを読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメ f などを元に、 
わう]度設定し直してください。 

■[ド夺ュメント]、[お気に入り]のデータ 

バックアップをとったデータを利用することびでさます。 

バックアップ方法に対応した復元方法で復元してください。 

[ドキュメント]、[お気に入り]のバックアップについて 
「4章 D-E ファイルやフォルダのバックアップをとる」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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■ デイ y — ケアとアフターケア 

一廃棄と譲渡一 


この章では、パソコンの日ごろのお手入れや、保守や修理に関ずるこ 
とを説明していまず。 

バッテリの廃棄やパソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて知っておいて欲しいことを説明していまず。 


1お客様登録の手続き . 120 

2日常の取り扱いとお手入れ . 122 

3アフターケアについて . 12曰 

4捨てるとき/人に譲るとき . 127 










お客樣登録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用者（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
よ 9 〇 

お客様登録を行わなくても、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーヴ ID」 など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるとさに済ませておくことをおすすめします。 


まちの ( TID ) お客様登録のおすすめ 



ケ 

ア 

と 

ア 

フ 

夕 

I 

ケ 

ア 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID (TID) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス「東芝 ID (TID) とは？」をご覧ください。 
https://room ] 048.jp/onetoone/info/about_ticl.htnn 

I 登録方ミ去 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-「おたずけナビ」か5のご登録方法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットか5のご登録方法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http://rooml048.jp 

商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」を紹介します。 


I 

廃 

妻 

と 
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D お客様登録の手続さ 


ur おたすけナビ J からのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、「おたすけ 
ナビ」から TID 登録を行う方法を説明します。インターネットに接続しているあいだの通信料 
金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承ください。 

后！ メモ _ 

• インス!-ールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許巧する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用を確認する画面び 
表示される場合びあります。 

画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[おたずけナビ](^)をダブルクリックずる 

「おたすけナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム]一[おたすけナビ]をク U ックして 
起動することわでさます。 

[まずはじめに]タブをクリックし、[お客様登録] (,.£]) をクリック 
ずる 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

(降は、画面の指示に従って操作してください。 













2 I 曰常の巧！)巧いとお手入れ 


A 迁后、 

♦お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントから抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 


機器への強い衝撃や外圧について 

•あらかじめ、「付録 D-K ■日常の取り扱いとお手入れについて」を確認してください。 


日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 


B 写 


パソコン本がおよび付属品について 


U 

I 

ケ 

ア 

と 

ア 

フ 

夕 

I 

ケ 

ァ 

I 

廃 

妻 

と 

譲 

渡 

I 


安/こ\してお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コードを使用す 
るとさに守ってほしいことび記述されています。 

あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

機器の巧れは、柔らかくきれいな乾いた布などで兩き取ってください。巧れびひどいときは、 
水に浸した布を固くしぼってから而さます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞうさんなどは使用しない 
で < ださい。 

薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

ディスプレイは静かに閉じてください。 

使用でさる環境は次のとおりです。 *1 
温度5〜35む、湿度2日〜8日％ 

*] 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するちのではありません。 
落としたり、衝撃を与えないでください。 

高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

水をかけたり、湿気の多いものの上に置かないでください。 

分解しないでください。 

次のよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場所/急激な温度変化のある場所（結 
露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ U の多い場所/振動 
の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 

使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況により発熱 
しているだけで、故障ではありません。 

ケーブル類は折り曲げたり、巻さ付けたりしないでください。故障の原因となることびあり 
よ9 〇 

電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、プラ 
グにホコ U びたまることびあります。定期的にホコ U を而さ取ってください。 
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B 日常の取り扱いとお手入れ 


B キ■ポード 

柔らかい乾いた素材のされいな布で而いてください。 

ちれびひどいとさは、水に浸した布を固くしぼって而さます。 

キーのすさまにゴミび入ったとさは、エアーで吹さ飛ばすタイプのク U —ナで取り除さます。 

ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してから、東芝 PC あんしんサポートに相談 
してください。 

飲み物など液体をこぼしたとさは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテ U パックを取り 
はずして、東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 


MM タッチパッド 

乾いた柔らかい素材のされいな布で而いてください。 

巧れびひどいとさは、水かめるま湯に浸した布を固くしぼってから而さます。 


D 液晶ディスプレイ 


I 液晶ディスプレイの取り扱いについて _ 

液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、次のことを必ず守ってください D 
♦液晶ディスプレイ表面を押さないでください。 

•液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでください。 

• キーボード上にペン等、ものをはさんだ状態で液晶ディスプレイを閉じないでください。 
♦液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを押さえゆっくり開閉してください 
(無理な力を加えないでください)。 



I 画面のおを人れ _ 

•画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つさやすいので、むやみ 
に触れないでください。 

表面び巧れた場合は、柔らかくされいな布で軽く兩さ取ってください。水や中性洗剤、揮発 
性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないで < ださい。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理して注入してあります。強い力を加える 
と配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあります。また、ガラス板 
を破損するおそれちあります。 

•水滴などび長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐに兩さ取ってください。 
而さ取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 





























B 日常の取り扱いとお手入れ 


I 残像防止について _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたとさに前の画面表示び残るこ 
とびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消され 
ますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間 
表示するよラな使いかたは避けてください。 

また、次の機能を利用すると、残像防止びでさます。 

• スク U —ンセーバーを設定する 

スクリーンセーバーの設定 『Windows ヘルプとヴポート』 

♦「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を設定する 

電源オプション《パソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 


I 表示にっいて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られております。非点灯、常時 
点灯などの画素（ドット）び存在することびあります（有効ドット数の割合は 99.99% ii (上で 
す。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しうる全ドット数のうち、表示巧 
能なドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によって色むらや明るさのむらび見え 
る場合びあります。これらは、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 


^9 CD/DVD 

CD/DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、データ 

を保護するためにわ、次のことを必ず守ってください。 

♦傷、巧れをつけないよう、取り扱いには十分にご注意ください。 

• CD/DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD/DVD を読み込むこ 
とびでさな<なります。 

♦ CD/DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に置かない 
でください。また、 CD/DVD の上に重いものを置かないでください。 

♦ CD/DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

♦ CD/DVD を持つとさは、外側の端か、中央の穴のところを持つようにしてください。 
データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD/DVD のデータ記憶面/レーベル面ともにラベルを貼らないでください。 

♦ CD/DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD/DVD のレーベル面に文字などを書くとさは、油性のフェルトペンなどを使用してくだ 
さい。ボールペンなどの硬いものを使用しないでください。 

• CD/DVD び巧れたりホコ U をかぶったりしたとさは、 

乾燥した清潔な布で而さ取ってください。而さ取りは 
円盤に沿って環状に兩くのではなく、円盤の中/こ\から 
外側に向かって直線状に而くようにしてください。乾 
燥した布では兩さ取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
らせた布を使用してください。ベンジンやシンナーな 
どの薬品は使用しないでください。 
















アフターケアについて 


I 保守 サービス について _ 

保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守*修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保守*修理に出す前に、作成したデータのほかに次のデータのバックアップをとってください。 

• メール •メールのアドレス帳 

• U カバ U (再セットアップ）ツール •インターネットのお気に入り 

♦TPM 内部データ ♦ 自分で作成したデータ など 

操作方法については、「4章大切なデータを失わないために」を確認してください。 

I ち寿命部品について _ 

本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用 
環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 ] 曰に約8時間、 

] 力月で2日日のご使用で約日年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無 
料修理をお約束するわのではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の 
保証期間内でわ部品交換（有料）び必要となります。 

■対象品名 

本体液晶ディスプレイ*1、八ードディスクユニット、 CD/DVD ドライブが、フ□ッピーディ 
スクドライブが、キーボード、タッチパッド、マウスが、冷却用フアン、ディスプレイ開閉部 
(ヒンジ）* 4 、 AC アダプタ 

• ] 工場出荷時から画面の明るさび半減するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび対象です。 

*3 付属しているモデルび対象です。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 

社団法人電子情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http://it.jeita.o り p/perinf 日 /C 日 mmittee/pc/ 日己日 3parts/index.html 




g アフターケアについて 


■ 消耗品 I 一 っぃて _ 

■バッテリパック 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ U パックと交換してください。 

別売りのバッテ U パックと交換する前に、必ず指定の製品煙番）を確認してください。 

バッテリパックについて『いろいろな機能を使おう4章 D バッテリについて』 

M た t 属品 I こごし、て _ 

付属品（バッテ U パック • AC アダプタなど）については、「東芝パソコンシステム•オンライ 
ンショップ」でご購入いただけます。 

■東ちパソコンシステム-オンラインショップ 

TEL : 043-277 -己02己 

受付時間： ] 日:□日〜] 2:□日 13:00-17:00 

仕•曰-祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http://shop.toshiba-tops.co.jp 

I 保守部品（補修用性能部品）の最低保有巧巧 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 

本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月から6年6力月です。 










括でるとを/人に譲るとを 


n お客様登録の削除について 

• ホームページから削除する 

東芝 ID (TID) をお持ちの場合はこちらからお願いします。 

① インターネットで 「http://rooml048.jp」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをク U ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、[日ロボタンをク U ッ 
クしてください。 

③ 陳芝 ID (TID)] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに □グインし ます。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更メニュー」で、商品削除を行って 
ください。 

※下のを退会されますと、に hop 1日48」での TID 会員メニュー、およびポイントヴービス 
などわご利用いただけなくなりますので、あらかじめご了承ください。 

• 電話で削除する 

「東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0570-09-1048 (ナビダイヤ J レ） 

受付時間： ] 日:□日〜] 7:□日仕•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関するお問い合わせ窓 
□です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことび 
でさますび、商品の削除びでさませんので、その場合は東芝 ID 事務局までお電話でご連絡くだ 
さいますようお願いいたします。 

♦詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://roonn 1 048.jp/onetoone/info/business.htnn 


また U サイクルに関しては、『東芝 PC ヴポートのご案内』を参照してください。 




□ 捨てるとさ/人に譲るとさ 


D 八ードディスクドライブの内容をすべて消去する 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いようになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでわ再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないように、消去することびでさます。 


八ードディスク 
ドライブのデータ 
をすベて消去 



システム回復 
オプション領域 


(八ードデイスクドライブの U カバ U ツールを使用する場合) 


なお、八ードディスクドライブに保存されている、これまでに作成したデータやプ□グラムな 
どはすべて消失します。これらを復元することはでさませんので、注意してください。 


I 操作手順 _ 

八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの U カバ U ツールま 
たは作成した U カバ U ディスクを使用します。 

八ードディスクドライブの U カバ U ツールを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータ 
はすべて消去されますび、 U カバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータと共に U カバ U 
ツールわ消去されます。 

ここでは、八ードディスクドライブの U カバ U ツールから行う方法を例にして説明します。 U 
カバ U ディスクから行う場合は、手順 D の前に U カバ U ディスク（ディスク 1) をセットし 
てください。 


P パソコンの電源を切る 
Q AC アダプタと電源コードを接続ずる 



丰ーボードの团（ゼ □) 丰一を巧しなが！5電源スイッチを巧し、 
[ dynabook ] 画面が表示されてか!5手をはなず 

メッセージ画面び表示されます。手順0に進んでください。 

■ リカバリディスクをセットしている場含 

キーボードの臣巧キーを押しなびら電源スイッチを押し、 [dynabook] 画面び表示 
されてから手をはなします。 

その後、田 m キーで [CD/DVD] を選択し、 I ENTER | キーを押してください。 
[復元方法の選択]画面び表示されます。 























□ 捨てるとさ/人に譲るとさ 



[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、[次へ]ボタンを 
クリックずる③ 



① 


② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《パソコンで見るマ 
ニュアル（検索）：「システム回復オプション」で調べる》を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、[次へ]ボタ 
ンをクリックずる③ 



① 


② 


消去方法を選択する画面び表示されます 





































□ 捨てるとさ/人に譲るとさ 



目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

通常は[標準 データの 消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください。 
数時間かかりますび、データは消去されます。 



① 


② 


[八ードディスクの内容は、すべて消去されます。]画面び表示されます。 

[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
[次へ]ボタンをク U ックすると、消去び実行されます。 

消去中は、次の画面び表示されます。 



〈八ードディスウ上の全データの消去〉 
デ-夕の消去 


ハ-ドデイスウのデータを巧モやでず。しばらくお待ちくださし、。 


摇過時問 

巧り時問 xx ： xx：xx 


I 

■ 




XX % 

キャンたル1 


消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックずる 

U カバ U ディスクから行った場合は、自動的にディスクトレイび開さます。 U カバ U 
ディスクを取り出してください。 



































□ 捨てるとさ/人に譲るとさ 


I TPM の内容を消去ずる _ 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使用している場合、八ードディスクドライブだけでなく、 TPM 内部のデータを削除す 
る必要びあります。登録情報など、セキュ U ティに関する重要な情報び含まれるため、必ず 
データを削除して<ださい。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 







付録 


1ご使用にあたつてのお願い 
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ほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていた 
ださたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


■■口巧腿ナビ J について 

I 前のパソコンの動作擇境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作にあたつて _ 

• 「2章 D-ra 起動方法」を参照して、注意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大ささは、最大 2G 巳となります。 

♦「PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行でさるファイル数は、最大6日，□日日フアイ 



ルです。 

• こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


^■有線 LAN について 

I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のものを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソ]ン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフェースを使用するとき、 ] 日日日巳 ASE-T 規格は、エン八ンストカテゴ U 
(CAT5E) 上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 

] 日日巳 ASE-TX 規格は、カテゴ U 己 （CAT 己）じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してく 
ださい。 

] 日巳 ASE-T 規格は、カテゴ U3 (CAT3) (上のケーブルび使用でさます。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm ウイルスチェック-セキュリティ巧策について 

I 使用ずるにあたって _ 

• ウイルスチェックソフトびあらかじめインスI-ールされていますび、ご使用になる場合には 
必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ードしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□-ドしてください。 

♦本製品に添付されている「ウイルスバスター」は9日日間の使用期限びあります。使用期限 
び切れたあとは、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

♦市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインストールする場合は、すでにイン 
ストールしているウイルスチェックソフトをすべてアンインストールしてから行ってくださ 
い。 

• Windows ファイアウオールと「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイアウオー 
ルなど）び両方とわ有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない場合び 
あります。]つのセキュ U ティ機能のみ有効にしてください。 

Windows フ ァイ アウ オールに ついて 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：セキュリティの状態を確認するには》 

ウイルスチェックソフトのセキュリティ機能について 
「ウイルスバスター」のヘルプ 


Kin - フイルター 5.0 J について 
I 巧用期限について 



♦無料使用期間はご使用開始より9日日間です。無料使用期間び過ぎますと、設定びすべて解 
除されフィルタ U ング機能びご使用でさなくなります。無料使用期間中に有料にて正規ヴー 
ビスをお申し込みいただくことで、継続して使用することびでさます。 
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D ご使用にあたってのお願い 


^■バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴ名び U カバ U 後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びありま 
す。 U カバ U をする前にユーヴ名を控えてください。 

リカバリについて「日章買ったときのが態に戻すには」 

• A - ドディスクドライブや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障び起きた場 
合や、変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保存してください。 

八ードディスクドライブや外部記憶メディアに保存した内容の損害については、当社は一切 
その責任を負いません。 


I ^ CD / DVD にデータのバックアップをとる 


I CD/DVD に書を込む前に 



CD / DVD に書き込みを行うとさは、市販のライティングソフトウエアは使用しないでください。 
CD / DVD に書さ込みを行うとさは、次の注意をよく読んでから使用してください。 

守らずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

♦書き込みに失敗した CD / DVD の損害については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化*消失など、 CD / DVD に保存した内容の損害および内容の損失*消失によ 
り生じる経済的損害といった派生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

♦ CD / DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 


CD / DVD につし、て 

『いろいろな機能を使おう1章 □-□] 使えるメディアを確認しよラ』 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』 


•パ'ッテ U 駆動で使用中に書さ込みを行うと、バッテ U の消耗などによって書さ込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

♦書さ込みを行うとさは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また 、 XU — 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について《パソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 


136 











D ご使用にあたってのお願い 


•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
. 音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーシヨン 
- f デムなどの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メ fU カード 、 SDHC メ fU カード、 US 巳接続などの八ードディスクドライブなど、本 
製品の内蔵八ードディスク外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいった 
ん本製品の内蔵八ードディスクに保存してから書き込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•「 T 日 SH 旧 A Disc Great 日「」は、パケットライト形式での記録機能は備えていません。 

• [TOSHIBA Disc Creator 」 を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「 T 日 SH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD - VR 、 

DVD - Audio を作成することはできません。 

• 書さ込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書さ込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップでさない場合びあります。詳細は 「 T 日 SH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Vide 日を [TOSHIBA Disc Creator ] を使用してバックアッ 
プを作成しても、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

• [TOSHIBA Disc Creator ] を使用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R にバックアップを作成することはできません。 

• [TOSHIBA Disc Creator ] を使用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R から CD - R 、 CD - RW にバックアップを作成することはできません。 

• [TOSHIBA Disc Creator ] を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレ 
コーダで 作成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R のバックアップを作成できな 
いことびあります。 

I 書を込みを行うにあたって _ 

♦タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について『いろいろな機能を使おラ 3 章周辺機器を使って機能を広げよラ』 

♦パソコン本体から、携帯電話およびほかの無線通信装置を離してください。 

♦重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 






D ご使用にあたってのお願い 


•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するように設定されています。 

次の手順で確認でさます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 
[TOSHIBA Disc Creator 」 のに tartup Menu ] 画面び表示されます。 

③[データ CD / DVD 作成]をク U ックする 

③メインウインドウで啟赶をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD / DVD 設定] 
をク U ックする 


TOSHIBA Disc Creator 

フアイ JKF) 表示が）ディスク (D.l 

1誠问 Jv レス H) 


【害き 这み設定 (W) 

イノンゴノ LUj 1 

^音が D 齡 fA) ■ 

卜 ' データ CD/DVDfF 巧 ，] 

【データ CD/DVD 設定 (D) ) 



-1 ハツソノ'ツノ巧化 

^ イメージーデイスク設ぞ (M) 


[データ CD / DVD 設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書さ込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 




Kar まミフアイルレスキュ ー J について 

I データを救巧!/復元ずるにあたって _ 

♦本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するものでは 
ありません。 

弊社は、いかなる場合においても、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損害につ 
いて一切の責任を負わないわのとします。 

♦八ードディスクび破損している場合、または、八ードディスク上のファイルび破損している 
場合は、救助、復元することびでさません。 

♦東芝ファイルレスキューは、日 S び起動しないとさに、八ードディスク上のファイルを別の 
保存用メディアへ退避するためのものです。その他の用途では使用しないでください。 
♦データを救助するとさ、データ保を用のメディアは、パソコンの電源を入れる前に接続して 
ください。電源を入れたあとに接続すると正しく認識されないことびあります。 

♦プ□グラムファイル、または、プ□グラム用のデータファイルを救助しても、復元後に正常 
に動作することを保証でさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


•著作権保護、または、コピープ□テクシヨンによって保護されたファイルを救助しても、復 
元後に正常に動作することを保証でさません。 

•システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助でさません。暗号化さ 
れた八ードディスクからは、救助でさません。これらの救助でさないファイルは、救助対象 
を選択、または、確認する一覧の中に表示されません。 

• データを救助するとさはすベてのユーヴのユーヴデータを一度に救助することびでさます 
び、データを復元するとさは一回の復元実行によって一つのユーヴアカウント分のデータだ 
けを復元します。復元したファイルは、復元処理を実行したユーヴアカウントの所有ファイ 
ルとなります。 

ファイルの所有者となるユーヴアカウントで□グオンし、復元処理を実行してください。 

• 復元実行中にス U —プ/休止状態へ移行する操作を行わないでください。 

• データ保存用のメディアとして CD / DVD を使用するとさは、データを確実にレスキューす 
るために、新しいメディアを使用することをおすすめします。 

mm 日常の取り扱いとお手入れについて 

I 機器への巧い衝撃やが圧について _ 

♦機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 








をぐ t 、 ん 



CD の取り扱い . 124 


CD の取り扱い . 124 

DC IN LED . 40 

DVD の取り扱い . 124 

dynabook ランチャー . 31 

i - フィルター . 6日，13已 

LAN ケーブル . 57,134 

PC 引越ナビ . 48,134 

Power LED . 40 

Product Key .12 

TOSHIBA Disc Creator .77 

TOSHIBA Recovery Disc Creator ... 9] 

Windows セキュ U ティセンター .62 

Windows の セットアップ . 18 

Windows ヘルプとサポート . 32 

Windows メール . 59 

Windows □グオンパスワード . 21 



アプ U ケーシヨンの再インストール ...]] 己 


インターネット . 56 

ウイルス . 62 

ウイルスチェックソフト . 62,135 

ウイルス バスター . 64 



液晶ディスプレイの取り扱い . 123 


液晶ディスプレイの取り扱い . 123 

礎様登録 . 120 

おたすけナビ . 44 

力ーソル . 21 

画面のお手入れ . 123 

管理者ユーヴ . 20 

キーボードのお手入れ . 123 

クリック . 19 

再起動 . 38 

再セットアップ . 96 

冊テマニュアル . 42 

残像防止 . 124 

シート . 41 

消耗品 . 126 

スリープ . 34 

ス U —プ機能を強化する . 34 

セーフモード . 97 

タッチパッドのお手入れ . 123 
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ディスクの管理 . 114 

電源コードと AC アダプタを接続する. ... 15 

電源を入れる . 39 

電源を切る . 38 


U カバ U . 96,101 

U カバ U チェックシート . 144 

U カバ U ディスク . 91,106 

UU — ス情報 . 8 



動画で学ぶ Microsoft Office 


PowerPoint 2007 . 45 

動画で学ぶ Office Personal 2007 ... 44 

動画で学ぶ Windows Vista . 44 

動画で学ぶ YouTube . 45 

東芝 ID . 120 

東芝サービスステーション . 29 

東芝ファイルレスキュー . 82, ] 38 


A 


パーテイシヨン . 114 

八ードディスクドライブの内容を 

すべて消去する . 128 

八イブ U ッドス U —プ . 34 

はじめてガイド . 43 

パスワード . 21 

パソコンで見るマニュアル . 43 

パソコン本体および付属品の取り扱い 

. 122,139 

バックアップ . 72,136 



日付と時刻の確認 . 32 

表示について . 124 


日付と時刻の確認 . 32 

表示について . 124 



ブ□ー ドバンド接続 . 57 

プ□バイダ . 56 


ブ□ー ドバンド接続 . 57 

プ□バイダ . 56 
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リカパリ（再セットアップ) 
チェ ックシー ト 


U カバ U は、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなびら実行してく 
ださい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、「5章買ったとさの状態に戻す 
には」で説明しています。 


〇)リカバリをずる前に確認ずること 


□ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□セーフ f ー ドで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ほかのトラブル解消方法を探してみる 

『いろいろな機能を使おう目章パソコンの動作がおかしいときは』 


Q ) リカバリをはじめる前にしてお<こと 


□① 準備するもの 

□ 『準備しよう』（本書） □ 『いろいろな機能を使おう』 

□ この U カノく U チェックシートをコピーしたわの 
□ U カバ U ディスク（作成した U カバ U ディスクから U カバ U する場合） 

□② 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびでさる場合は、とっておいてください。 U カバ U をすると、購入 
後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保存したデータ 

□インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□プレインストールされているアプ U ケーションのデータやファイル 

□ 購入後にインス I -一 J レしたアプ U ケーションのデータ 

□購入後に作成したフオルダやファイル 

バックアップについて「4章大切なデータを失わないために」 

□③アプリケーションのセットアップ用のメディアを確認ずる 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後にインス!ルしたアプ U ケーションなどは、 U カバ U 後 
にインス!-ールする必要びあります。 U カバ U した直後は、お客様びインス!-ールしたソフ 
卜などは復元されません。ご購入されたメディアなどから再度インス I -ールしてください。 

□④ 各種設定を確認する 
□⑥あ5かじめ、音量を調節する 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節びでさないためです。 

□ ⑥周辺機器をずベて取りはずす 


Q ) リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、次のよラな流れで作業を行つてください。 

□ U カバ U (再セットアップ） 

□ 日 ffice 製品のインス I -ール □アプ U ケーションのインストール 

□周辺機器（マウス-メモ U • プ U ンタなど）を取り付けて、設定する 
□インターネットの設定 □ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update □データの復元やメールの設定 
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